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第一章　事情を抱えた二人












「で……いかがだろうか、アトリ」

　白髪の老紳士、シドがニコニコとほほ笑みながら、アトリと呼んだ女性を見つめた。

　アトリは緑の瞳を細め、困ったように眉尻を下げる。

「そうですね。すてきなお話だと思います……」

　口元に手を当てて、苦笑し、アトリはちらりと斜め向かいに座る男性を見る。

　シドの隣に座る若い男性はさきほどから、柔らかな表情を崩さない。

　男の名は、リベルト・ミンシア。

　シドの甥であり、二十歳でありながら領地を治める若い伯爵だ。

　透き通るような白い金髪に、深い海のような青い瞳、整った顔立ちに、紹介されたアトリは思わず魅入ってしまった。

　一方のアトリは、灰色のウェーブする長い髪に深緑の瞳。全体的にパーツの小さい体と白い肌。顔つきは、まだ少女のおもかげを残しているが今年で十六歳になる。世間では結婚してもおかしくない年齢だ。

　ふと、リベルトと目が合い恥ずかしさからアトリは視線をそらした。

（この人は……ぜんぜん話さないけれど、いったいどう思っているのかしら？　この縁談に、賛成なの？　反対なの？）

　アトリは思考を巡らせる。

　リベルトは先ほどから、シドの言葉に適度に頷いているだけだ。アトリ自身と目があっても目を細めるだけで、なにも話さない。

（なにを考えているのか、まったくわからないわ……）

　兄以外、歳の近い男性と話す機会がなかったアトリにとって、彼のほほ笑みにはどうしていいのかわからない。

（村には……こんなにきれいな男性いなかったもの……）

　沈黙が三人を包む。

「では、私は席をはずすとするかなぁ……」

　そう言って立ち上がったのは、シドであった。

「えっ、シ、シドさま！」

（そんな、初対面の人と二人っきりなんて……！）

　慌てて立ち上がったアトリであったが、シドは座り直す様子はない。

「なに、若いもの同士で話すほうが気は楽だろう」

　アトリの制止も虚しく、そのままそそくさとシドは客間から出ていってしまった。

　アトリは立ったまま、閉まる扉を見つめる。

（ああ……いってしまわれた。けして、二人きりがいやというわけではないけれど……不安だわ。いったいなにを話せばいいのかしら……）

「ふぅ……」

　大きな溜め息はアトリのものではない。

　見ると先ほどまでソファに浅く姿勢を正して座っていたリベルトが、背もたれに体を預け、天井を見つめていた。

　雰囲気の変化にアトリはどうしていいかわからず、リベルトを見つめていると、薄い唇が動いた。

「ローズウェル嬢、君も疲れたでしょう。俺の叔父が悪いね。叔父さんは強引なところがあるから、きっと君も付き合わされたんだろう？」

「え……ええと」

　アトリは言葉を詰まらせる。

　発端は先週のことである。たしかにシドは少し強引なところはあったが、アトリも了承してのことだった。

　アトリ・ローズウェルは山間の小さな村を治める伯爵家の令嬢である。

　令嬢とは名ばかりの、けして裕福とはいえない貴族であったが優しい家族に愛されて育った。

　兄であるロイは妹のアトリを溺愛するあまり、いつまで経っても結婚相手を探そうとしない。両親は健康でまだまだ現役であるが、いつなにがあるかはわからない。アトリは家の将来を思い、悩んでいた。

（お兄さまが過保護になってしまうのは、不甲斐ない私のせいだけれど、どうにか結婚を真剣に考えてもらえないかしら。いっそ、私が先に嫁いでしまえば、本気になってくれるかしら？　ああ、それがいいわ。でも、お父さまもお母さまも私の結婚に意欲的ではないのよね……）

　しかし、伯爵令嬢であるアトリにとって最低でも同等の爵位ある相手を探さなくてはならない。出会いの定番といえば社交界であるが、過去に数えるほどしかいったことがなかった。

　社交界へいくのにもお金がかかるのだ。

　それでもなんとか参加できそうな、社交界を探しているときに、屋敷へたまたま訪れていたシドを見つけた。

　シドは貿易商の社長で両親と仲がいい。祖父が亡くなっていたアトリにとって、物心がついたときから面識のあるシドは家族のような存在だった。

　交友関係の広いシドの助言も欲しく、アトリは両親や兄の目を盗み、帰り際の彼に声をかけた。

「シドさま、私、悩みごとがあるのです」

　白髪に上品な白い髭をはやすシドは、ニコニコと目を細める。

「改まって、どうしたのかな？　私にできることがあるなら相談に乗ろう」

「ありがとうございます。実は……私、結婚して屋敷を出たいと思っています」

　突然の申し出に、シドの目は見開かれる。

「それはいったいどうして……。なにかあったのかい？」

「私が出ていかないと、ローズウェル家に嫁いでくる女性なんて現れないと思うんです。両親もお兄さまも、私に過保護すぎますから……。このままでは、ローズウェル家にも、お兄さまにもよくない気がして……」

「なるほど。アトリもいろいろ考える歳になったんだね」

「はい。もう十六歳ですから！」

「そうかそうか。産まれたときから知っているから感慨深いね。……そうだ、それならちょうどいい相手がいる」

「本当ですか？」

「ああ、私の甥っ子なんだがな……」

　シドの話では、甥のリベルトは浮いた話もなく、ちょうど相手探しをしようかと話をしていたところだったと言う。

　リベルトの屋敷は都会にあり、縁談がうまくいけば家族から離れて暮らせるということはアトリにとって願ったり叶ったりであった。

　まずは会うだけでも……ということで、シドの協力もあり、両親や兄の説得も引き受けてくれた。

　しかし実際、会ったリベルトは、アトリに愛想笑いをするだけで『ちょうど相手探しをしよう』としているようには見えなかった。

　シドがいなくなってからの変貌も、アトリにとって歓迎されていないと感じる理由の一つである。

（そもそも……こんな思いつきでシドさまを巻き込んだのがいけないんだわ。本当にお兄さまや、家のことを思うなら自分一人の力で社交界へ参加するべきだったのよ）

　アトリはそう思い直すと、リベルトに深く頭を下げた。

「すみません。シドさまは悪くないのです。もとは言えば、私が家を出たくて相談したからで……。ミンシアさまを巻き込んでしまって申し訳ありません。この話、私からシドさまに意見が合わなかった旨を伝えておきますので……」

　アトリが顔を上げると、リベルトの驚いた顔があった。

「なんだ、てっきり叔父が無理やり頼みこんだものだと思っていた」

「い、いえ、シドさまは本当に善意でここに連れてきてくださっただけで……。あ、もしよろしければアトリとお呼びください。口調も普段通りでかまいませんから。シドさまのお知り合いにかしこまられるとなんだか緊張してしまいます」

「……わかった。それならば、俺のこともリベルトと呼んでくれ。――それで、ここへきた理由はわかった。だが、君の家を出たい理由は？　叔父が喜んで紹介するんだ。身元がしっかりしていることがわかる。だからこそ不思議だ。君は十分可愛らしい見た目をしているし、結婚なんて引く手あまただろう。よっぽどの事情があるのではないかと思うんだが」

「え！　は、はい……」

　アトリは『よっぽどの事情』という単語に反応し、肩を震わせた後、言葉を続けた。

「実は……兄が私を大事にするあまり、自分の結婚をおざなりにしていて……。ローズウェル家の長女として心配なんです。いっそ、私が先に結婚してしまえば、兄も自分のことを考え始めるのではないかと思ったんです」

「なるほど。家を思っての結婚相手探し、か」

「はい。はじめは一人で舞踏会や夜会を探していたのですが、両親も乗り気ではなくて……。以前から両親と交友関係の深かったシドさまに軽い気持ちで相談してしまったのが発端なんです。……でも、冷静に考えてみれば、リベルトさまに失礼なことをしました。自分の家の都合で結婚相手を探すなんて気分のいいものではありませんよね」

　アトリは視線をそらし、肩を落とした。

「いいや、そんなことはない」

　しんみりとしていたアトリの気持ちを、リベルトのはっきりとした言葉が吹き飛ばした。「貴族の結婚なんて大体が家のためだ。ちょうど俺も、自分の体裁のために結婚相手を探していた」

「体裁……ですか？」

　アトリは不思議そうに小首を傾げる。

（相手を探していたのは本当だったんだわ。でもどんな理由で探していたんだろう？　こんなにきれいな人なら相手には不自由ないでしょうに……）

　アトリは改めて目の前に立っているリベルトを見た。

　金色の髪に、宝石のような碧眼。整った顔立ちに、長身。

　きっとどこを歩いても女性の視線を集めるだろう。

　リベルトは小さく頷いた。

「俺は今、恋や愛より仕事が楽しい。だが、それを叔父さんはよく思っていないらしいんだ。早くに両親を亡くした俺にとって、叔父さんは大事な存在で、結婚することで安心してくれるなら期待に応えたいと思っている」

　リベルトの話を聞いているうちにアトリは気がつくと前のめりになっていた。

（何を考えているかわからない人だと思っていたけれど、義理堅くて思いやりがある人なんだわ）

「家族を安心させたいから結婚したいんですね。すてきだと思います」

　アトリがニコニコして言うと、リベルトは視線をそらした。

「どうかな。君のさっきの話なら、俺のほうが失礼だろう。体裁のためにパートナーが欲しい、最低な男さ。おまけに今のように身の上話なんてお見合いで言えないからなかなか意見の合う相手を見つけられなくてな。社交界にも顔は出したが、大体は俺の見た目や財産を気にするものばかりだ。……君以外は」

　リベルトが、アトリの瞳をのぞき込むように見ている。まるで、ようやく意見の合う相手を見つけたとでも言うように。リベルトのきれいな瞳に見つめられて、アトリは一気に顔を赤らめた。

「わ、私、ですか？」

「ああ。君は温かい家庭で育ちながら、自立しているように見える。なにより家のために自らが動こうとする姿がとてもすばらしい。……君は俺のことをどう思う？」
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　リベルトが一歩アトリに近づいた。反射的に、アトリは驚いて肩を揺らす。男性に近づかれることに慣れず、鼓動が早くなっていく。

「ど、どうと言うのは……ええっと……つまり？」

　緊張から声がうわずった。

「つまり、俺との結婚はどうだろうか？　お互いの利害は一致しているように思う」

　優しいリベルトの声にも、どきどきが止まらず、アトリの目は潤んでいく。

　気持ちを落ち着けるため、アトリは何度か深呼吸をした。

（たしかに、リベルトさまの言う通りかもしれないわ。私は家を出ることができる。リベルトさまと私の利害は一致している。それに……少し話しただけだけど、リベルトさまがシドさまを本当に慕っていることが伝わってくる。だから、悪い人ではないんだと思うわ）

　考えを巡らせると、冷静になってくる。

　アトリは意を決し、リベルトをまっすぐ見つめた。

「私も、いい話だと思います。……結婚しましょう！」

　リベルトはアトリの返答に一瞬目をみはったが、すぐに口元を緩めた。

「それでは、これからよろしく」

　リベルトはそう言うと握手を求めて手を差し出してきた。アトリはその手を凝視する。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします。……ただ、いまさらこんなことを言うのは卑怯かもしれないのですが……」

　アトリのおどおどした物言いに、リベルトは不思議そうな顔をした。

「私、兄以外、歳の近い異性と話したことがなくって……今こうしているだけでも、心臓が飛び出てしまいそうなんです。失礼があったら……ごめんなさい」

　アトリはおそるおそる手を伸ばし、リベルトの手に触れて軽く握手した。リベルトの澄ました表情から考えられないほど、手は温かかった。アトリの手のほうが緊張で冷たくなっている。

　その様子を、リベルトは物珍しそうに見つめていた。

「そうか……それは俺こそ失礼した。君は安心してくれていい。俺は君に愛を求めない。君が望まないことはしない。夫婦として、体裁上お願いすることはあるかもしれないが、あくまでもこれは利害が一致した結婚だ。君の嫌がるようなことを無理やりすることはない」

　温もりが、繋いだ手から伝わってくる。

　それが不思議と、アトリにとっては不快ではなかった。

　少しこわばっていた体が、和らいでいく。

「お心遣い、感謝いたします。そう言っていただけるとうれしいです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　戻ってきたシドに、二人の考えを伝えると心から喜んでくれた。

　リベルトがシドの前で照れている姿を見て、アトリは（この結婚を決めてよかった）と思った。

　リベルトとシドは、そのままアトリの実家へと一緒に向かった。

　初めは驚いたがアトリの両親は友人であるシドの甥を見て、気に入ってくれたようだ。兄は不服そうであったが、結局口を出さなかった。

　そのまま二人は数日泊まることとなり、家族を交えて結婚へのスケジュールを話し合った。アトリはしっかりと予定をたてていくリベルトの姿に尊敬の気持ちを抱くようになっていった。それはアトリの両親も同じだったようで、彼をすっかり信用したようだ。

　その夜、アトリの部屋がノックされた。返事をすると兄のロイで、アトリは少し扉を開けることに気が乗らなかった。

（お父さまやお母さまの前では、なにも言わなかったけれど、きっとお兄さまのことだから今日のこと、納得していないんでしょうね）

　それでも扉を開けて、笑顔を心がける。

「こんな夜更けにどうしたのですか？　お兄さま」

　アトリはロイを部屋に招き入れた。

「すまないね。いろいろ話がしたくて」

「そうですよね。突然結婚の話ですものね……」

「そうなんだ。別にアトリの言葉を疑っているわけではないが……突然すぎて戸惑っている。それに『あれ』のことだって伝えていないんだろう？」

「それは……ずいぶん昔の話ではないですか。今はもう使えませんよ」

　アトリは動揺を隠しながら言った。ロイや両親がアトリの結婚を取り合わなかったのには理由があった。今ではその心配事も表面上なくなったはずではあるが、ロイは変わらずアトリを必要以上に心配していた。

　否定するアトリに、ロイも仕方ないと肩を落とした。

「すまない。僕にとってはいつまでも可愛い妹なんだ。だが、心配しすぎるのもよくないね。アトリだってもう立派な女性だ」

「そうですよ。心配しないでと言っても、難しいかもしれませんが、お兄さまにも私の幸せを祝ってもらえるとうれしいです」

「もちろん。僕にとっても喜ばしいことだよ。寂しいけれどね。――僕はそろそろ失礼するね。夜遅くにすまない。おやすみアトリ」

「おやすみなさい、お兄さま」

　ロイが部屋から出た後、アトリは溜め息をついた。

（お兄さまはああ言ってくれたけど、怪しんでいるんだわ。この結婚、なんとしてでも嘘であることがバレてはいけない）

　アトリは決意を固めた。










　式の日程と大まかなスケジュールを決めて、リベルトとシドはベルロンテへ帰っていった。その間、アトリは引っ越しの準備を始める。忙しい日々はあっという間に過ぎていったが、そんな中、新しい生活と、ローズウェル家や兄が変わるかもしれないということへの期待で胸がいっぱいだった。

　そうして、三ヶ月後には再び、リベルトの屋敷があるベルロンテへ家族とともに訪れていた。

　式は身内だけで行われることになっている。

　当日、リベルトの屋敷に仕える三人の若いメイドたちにウェディングドレスを着せてもらった。楽しく話しているうちに化粧が終わり、式への緊張も和らいだ。

「アトリさま、大変おきれいですわ」

　メイドがそう言いながらベールをかぶせてくれる。

「皆さんのおかげよ。とてもきれいにしてくれてありがとう」

　扉がノックされ、メイドが手を止める。

「俺だ」

　声からリベルトであることがわかるとアトリはメイドにほほ笑んだ。

「リベルトさまと二人っきりにさせてもらってもいいかしら」

「かしこまりました」

　メイドは頷くとそのまま扉を開けにいき、リベルトに会釈すると部屋を後にした。入れ替わり、リベルトが部屋に入ってきて、扉を閉める。

　リベルトはそのまま立ち上がったアトリの姿を見つめた。

「きれいだな。よく似合っている」

「ありがとうございます。リベルトさまのタキシード姿も、とても……かっこいいと思います」

　アトリは照れながらやや早口に伝えた。

　ほめられたことはうれしかったが、目の前にいるリベルトのタキシード姿はきっとアトリのウェディングドレス姿よりよく似合っている。

　金色の髪は後ろに流され、白いタキシードがリベルトをより輝かせて見せている。

「そう言ってもらえるとうれしいよ。――それより式のことで一つ決めていなかったことがあって……」

「決めていなかったこと……ですか？」

　アトリは首を傾げる。

（なにかしら？　結構入念に話し合ったと思うのだけど……）

　思い悩むアトリをよそに、リベルトは近づく。

「俺もうっかり忘れていたんだが……式でのキスについてだ。しないというのも不自然だろう？」

　リベルトに指摘され、アトリは一瞬目を丸くした。

（キス……？）

　頭の中で復唱し、ゆっくりと意味を理解すると一気に赤面した。

　リベルトもその姿を見て申し訳なさそうに苦笑する。

「君も忘れていたか……。よかった、確認しておいて。突然していたらビックリしていただろう？」

「ご、ご配慮ありがとうございます」

　アトリは恥ずかしさから俯き、考える。

（でも、このキスは必要な行為なのではないかしら……。式でキスをしなければ、私の両親や兄はきっと怪しむ。もしもこの結婚が仕組んだものだとバレたら反対されるに決まっているわ。今は少しの疑惑も与えたくはない……）

　ただでさえ、突然見合いをしたと思ったら、意気投合したとリベルトを連れてきたのだ。少しの失敗もしたくはなかった。

（ここは……覚悟を決めないといけないわ）

　アトリは顔を上げ、リベルトの唇を見つめる。薄くきれいな薄桃色の唇と自分がキスするところを想像してしまう。

（べ……別に、キスくらい……。私の歳では普通だもの。どうってことないわ）

　アトリは覚悟を決めて彼の手を握りしめる。

「平気です。キス、しましょう」

「別に無理をしなくてもいいんだぞ。口にしなくとも額や、頬でも」

　アトリはリベルトの提案に首を横に振って否定を示した。

「いいえ。口にお願いします。ここで逃げて、別の場所にしていただいても怪しまれるかもしれません。ただでさえ、突然の結婚ですもの。あくまでも一般的な結婚式として終えたいのです。――と大口を叩きましたが、お察しの通り私にとっては初めてのキスなのですが……」

　アトリは言いながら、視線をそらした。リベルトはその姿に堪えきれず小さく笑う。

「すまない。笑ったりして」

　アトリは謝られたことに対して、肩をすぼめた。

「いいえ、私のほうこそ、すべてが初めてで気を遣わせてしまいすみません」

「気にすることはない。……俺が笑ったのは君が勇敢でおもしろく感じてな」

「も、申し訳ございません！　べ、別にリベルトさまとキスをするのがいやという意味で言ったのではありません！　気分を害したならごめんなさい」

　焦るアトリに、リベルトは抑えきれないとでもいうようにふきだして笑った。

「わかっている。そんなことで傷ついてなどいない。ただ……考え方がすてきだと思ってな。結婚相手が君でよかったと改めて感じていたところだ」

　リベルトのきれいな顔で面と向かってそう言われると、アトリの顔は真っ赤になった。今までも自然に、恥ずかしげもなく、甘い言葉をかけてくるリベルトであったが、アトリはそれに慣れることができないでいた。

「な、なぜ、そう思うのですか？」

「まず、言葉の節々から家族を大事にしていることが伺える。俺も同じ気持ちだ。君の気持ちを一番に優先したいが、俺としてもここで疑われるようなことはしたくない。だから、覚悟を決めてくれた君に感謝するよ。本当の君は面と向かって会話するだけでもこんなに真っ赤になってしまうほどなのにな。……初めてのキスは怖いだろう？」

　アトリの心はリベルトに見透かされているようだった。

　恥ずかしくなって、首を左右に振る。

「へ、平気です」

「そうか。だが、そういうところも気に入った。ロマンチックじゃないかもしれないが、同じ気持ちになれる俺たちなら案外いい家庭を築けるかもしれないな」

（いい家庭……）

　彼の言葉に、アトリは真っ先に自分の両親の姿を思い浮かべた。

　優しい両親はいつも仲良しだ。喧嘩をしているところをみたことがない。

「私も……いい家庭を築きたいです」

　アトリは呟きながら、自然と顔をほころばせた。

　ふと、妙案が浮かび、アトリは手を打った。

「キスの話なのですが、練習として先に一度してしまうというのはいかがでしょうか？　それなら本番で自然に振る舞えるような気がします」

　アトリの提案に、リベルトは驚いた様子だったが、しばらくして考え込むように自らの顎を擦った。

「なるほど。たしかに練習をしないと本番で不自然に見えてしまうかもしれないしな。アトリがいいならかまわないが……いいのか？」

　改めて聞かれ、アトリは戸惑ったが言い出した手前、引き下がることはできず、頷いた。リベルトは心配そうな表情で、アトリに手を伸ばし、式でするようにベールをめくった。

　たったそれだけで、アトリの体はこわばってしまう。

「アトリ……もっと肩の力を抜いてくれ。別にとって食べるわけじゃない」

「は、はい！」

　それでも肩に力が入ってしまう。その肩にリベルトが触れると、それだけで体がビクンと震えた。

「す、すみません」

「謝らなくていい。目をつむって、深呼吸をして」

　アトリは言われた通り、目をつむり深呼吸をする。何度か深呼吸を繰り返していると、息を吐いたタイミングで唇に柔らかい何かが触れた。

「はい、終わったよ」

「え？」

　アトリは思わず、目を開ける。

「終わったん……ですか？」

　キョトンとするアトリにリベルトは唇の端をつり上げた。

「ああ。たいしたことないだろう？」

「たしかに……そうかもしれませんね」

　アトリは呆然としたまま呟いた。自らの唇に触れ、感触を確かめる。

（構えるほどのことではなかったわ。ほんの一瞬だったもの。だけど……不思議な感じ）

　今まで味わったことのない胸の高鳴りに、アトリは戸惑っていた。

（私……いったいどうしたのかしら……。なんだか胸がどきどきするわ）

　ちらりとリベルトを見る。目があって、彼は首を傾げた。

「どうかしたか？」

　リベルトの問いかけにアトリは頭を振った。

「い、いいえ。どうもしていません。ちょっと緊張しているのかも……」

　苦笑してみせるとリベルトはアトリの頭に触れ、優しく撫でた。

「そうだな。だが、心配しなくていい。君はどこからどう見ても美しい花嫁だ」

　アトリは静かに頭を撫でられることを受け入れ、顔を真っ赤にさせる。

　リベルトは言葉を続けた。

「なにもかも順調に終わるさ。俺に任せてくれ」

「……はい」

　アトリはコクリと頷いた。

　リベルトの言った通り、結婚式は順調に終えることができた。

　途中、アトリがドレスの裾を踏みつけてしまい転びそうにもなったが、リベルトが抱き留めてフォローしてくれた。終始、緊張していたアトリであったが、リベルトは涼しい顔で参加者にあいさつをしたり、アトリの両親と雑談をしたりしていた。アトリはそんな彼に尊敬の眼差しを向ける。

（私にはもったいないくらいすてきな旦那さまだわ）

　参加したすべての人に祝福され、アトリは幸せだった。この結婚がリベルトとの利害の一致によって結ばれたものでも、両親やお世話になったシドが喜んでくれてよかったと思っていた。










　式の後、二人は馬車に乗りこんだ。

　そのころには、二人ともぐったりしてリベルトは背もたれに体を預けていた。

　扉が閉まり、馬車が動き出す。

「はぁ……なんとか終わったな」

　リベルトは窓の外を見ながら呟いた。向かいに座るアトリも肩の力を抜き、背を丸めている。

「お疲れさまでした。なんとか終わりましたね。……転びそうになったときは肝が冷えましたが。支えてくれてありがとうございます」

「いや、気にするな。転ばなくてよかったよ。それよりも腹が減ったな」

「ですね……。私も式では緊張してまったく食べられませんでした」

「屋敷に戻ったら、メイドに軽食を作ってもらおう」

　リベルトは息をついた。

（屋敷、か）

　何気ないリベルトの一言にアトリの胸はときめいた。

（今日からその屋敷が、私の帰るところになるのね）

　そう思うと自然と頬が緩んだ。生まれ育った土地を離れるという寂しさもある。

　しかし、家を出るという目的を成し遂げるために行動をして、それがついに実現するということがアトリはうれしかった。

　それになにより、式で両親と話したとき、兄がようやく結婚に興味がでたらしいという話を聞いて心底安堵した。少しずつであるが、アトリの行動が周りを変えていた。

　緊張がほぐれ、アトリは目を閉じる。座ったまま、アトリは眠りについてしまった。

　肩を揺り動かされてアトリは目を覚ます。

「やっと起きたか」

　優しい声が近くで聞こえた。

　瞼を開け、目を擦ると次第に視界がはっきりしてくる。

　向かい合って座っていたリベルトの姿はなく、不思議に思う。

「疲れていたんだな」

　リベルトの声が鼓膜をくすぐって、アトリは気がついた。

（声が、近い？）

　横を見るとリベルトが隣へ移動している。目覚めてすぐに見る美しい顔にアトリの眠気は完全に消え、狭い馬車の中で慌てて距離をとった。

「ど、どうして隣に」

「なんだその驚きようは。君が座ったままうつらうつらしていたから、肩を貸したんだ」

「そ、それは、失礼しました」

「よっぽど疲れていたんだな。まったく起きないから馬車で一晩過ごすんじゃないかと思ったよ。さあ、降りて。食事をして、今日は早めに休もう」

　リベルトは立ち上がり、先に馬車から下りていった。

「は、はい」

　その後に続くと、先に降りたリベルトが手を差し出してくれる。ためらいがちに手を取り、馬車から下りた。






　顔を上げ、屋敷を見る。

　赤い屋根に白い壁、庭が広がる大きな屋敷。

　感慨深く眺めていると、門を開けたリベルトがアトリを不思議そうに見ていた。

「どうしたんだ？　入らないのか？」

「い、いえ、少しぼーっとしていました」

　アトリは慌てて、リベルトの後に続いて屋敷へと入っていった。

　アトリにとって屋敷に入るのは二度目だ。一度目はシドによって連れられた。そして、リベルトと出会った。そのときは初めて見る立派な屋敷にきょろきょろと辺りを見回したが、まさかそこへ嫁ぐことになるとは夢にも思わなかった。

　屋敷に入るとメイドに出迎えられ、リベルトはすぐに食事の準備を頼んだ。そのままアトリはリベルトに案内され、ダイニングルームへ向かった。

（以前はすぐに客間へ案内されたからダイニングルームは初めてだわ。それにしても、とても部屋の数が多いのね。覚えられるかしら）

　リベルトが大きな両扉を開く。

「ここがダイニングルームだ。食事をしたいときはメイドに頼んでくれ」

　そこには、長方形の白いクロスがかけられたテーブルの上の花瓶に赤いバラが生けられている。大きな窓が並び、夕日が部屋をオレンジ色に染めていた。天井には豪華なシャンデリア。暖炉の上には絵画が飾られている。

「すてきなところですね」

　アトリは心からの感想を述べた。このダイニングルームからはいろいろな想像がかき立てられる。

（朝は大きな窓から朝日が差し込んできれいでしょうね。夜になったらシャンデリアの明かりもきっとすてきだと思うわ。冬の暖炉は、きっとロマンチックなんでしょうね）

　アトリがウットリしていると、リベルトがその様子を不思議そうに見た。

「そうか？　俺にとっては普通だが。――さ、席につこう。じきに料理が運ばれてくるだろう」

「は、はい」

　リベルトの声に現実に戻され、アトリは促されるまま席に着く。

（リベルトさまにとってはこの生活は普通なのね。私も暮らしていくとそう思うようになるのかしら。――それにしても屋敷にきて初めての食事。楽しみだわ。式では緊張して食べられなかったからとてもお腹が空いているのよね。都会の食事……いったいどんなものなのかしら）

　式の後に行われた立食パーティで見た料理はどれも彩り鮮やかでおいしそうなものばかりだった。唯一アトリが口にしたものは一口サイズのケーキのみだ。おいしかったが味が濃く、それだけで食欲がなくなってしまった。

　まだ見ぬ屋敷での食事に期待しながら待っているとノックされ、カートを引いたメイドたちが入ってくる。メイドたちは静かで無駄な動きなく、リベルトとアトリの前に食事を用意していった。

　夕食はリベルトの希望で用意された。黄色のクリーム状のスープに、ふんわりと膨らんだ白いパン、サラダに鶏肉のソテー、一口大に切られた果物がデザートのようだ。

　見た目は美しく、手が込んでいることがわかる。アトリの期待が高まっていった。

　リベルトが食べる姿を見て、アトリもスプーンを手に取った。

　まずはスープを口にする。

　しかし、一口飲んで、アトリは動きを止めた。

（……あ、あれ）

　アトリの想像をはるかに下回る味であった。

　けして味付けが悪いわけではない。カボチャのスープであるとわかるのに、野菜の味がまったく感じられなかったのだ。

　次にパンを手に取った。柔らかくて、温かい。窯で度温めなおされたことがわかる。ちぎると湯気が立つ。アトリはちぎったパンを口にした。

（小麦のにおいが……味がしないわ……）

　まずいわけではない。コックの優しさを感じるすばらしい料理だと思う。

　しかし、山間の豊かな土地で育ったアトリにとって、甘さや香りを感じられない食事は悲しかった。

　食事が終わり、別々に湯浴みを終えた。アトリは新しい夜着に身を包み、リベルトはゆったりとした服装に着替えていた。その後、リベルトによって寝室へ案内される。アトリの前を歩くリベルトがふと口を開いた。

「食事は口に合わなかったか？」

「え、えっと、そんなことはないです」

　図星を突かれ、アトリの声が裏返る。

「そうか？　食事の好みはそれぞれあるだろう。苦手な食べ物や、好みの味付けがあるなら、メイドかコックに相談していい」

「お心遣いありがとうございます。私には少し豪華すぎたのかもしれません」

「それならいいが。――ここが寝室だ。一応二人の寝室ということになっている。初夜を一緒に過ごさず変な噂が立っては困るから、今日は一緒の部屋で過ごすがよいだろうか？」

「は、はい」

　リベルトが寝室の扉を開く。

　ダイニングルームは豪華であったが、寝室は全体的に落ち着いた作りになっていた。部屋の中央にはソファとテーブル。隅にはキングサイズのベッドが置いてある。天幕がついていて、アトリは一目惚れしてしまった。

「すてきです……。お姫さまのようですね」

「君は喜ばせ甲斐があるな。気に入ってくれたならよかった。アトリはこの寝室を普段使いしてくれてかまわない。……先ほども言ったが今夜はともに過ごすことになる。ゆくゆくは寝室もわけていくつもりだ」

「そうなのですか？」

　リベルトは頷いた。

「ああ。俺は寝る時間が不規則だ。明け方まで起きていることもある。書斎に簡易のベッドがあるから、この結婚を祝う雰囲気が落ち着いたらそちらで眠るようにするつもりだ。アトリにとってもそのほうがいいだろう？」

　リベルトにそう言われ、アトリは先ほどのベッドを見た。

　あのベッドにリベルトと並んで眠ることを考えると、一気に顔が赤くなる。

（た、たしかに一緒に眠るのは恥ずかしい。だから、ほかに眠る場所があるのならば私としてもいいことよね）

「わかりました。なにからなにまで、配慮してくださりありがとうございます」

「では、さっそく眠ろうか。俺はあちらのソファで眠る」

　リベルトはそう言うとソファへ向かい、ブランケットを手に取った。

「な、なぜですか？」

　慌てるアトリにリベルトは不思議そうな、どこか困った表情をしていた。

「なぜ……って。この部屋にベッドは一つしかないだろう」

「た、たしかに一つしかありませんが、ソファで眠っては疲れもとれないと思います」

「……その言い方だと一緒に眠ってもいい、ということか？」

　リベルトはソファから離れ、アトリに近づいてくる。

　距離を詰められて、戸惑うアトリは後ずさったが、さらにリベルトが近づいてきた。

「一応、夫婦……ですから」

　リベルトの手がアトリの頬に触れる。

「そうだな。夫婦が同じベッドで眠るのは普通のことだ。もちろん、それ以上のことも」

「そ、それ以上のこと、ですか？」

　思わずアトリは緊張から声が裏返った。

　二人は見つめ合い、沈黙が訪れる。

　しかし、リベルトがふいに笑った。アトリの頬から手を離し、半歩下がって距離を取った。

「なんてな。アトリがかまわないなら、今夜はベッドで一緒に寝かせてもらおう。もちろん、俺からアトリの体を求めるようなことはしない。いずれは跡継ぎも考えなければいけないかもしれないが……まあ、今はいいだろう」

　リベルトはベッドへ移動して腰を下ろした。

「そうですか。少し、驚きました」

「気を悪くさせたならすまない。でも、正直俺は安心したよ。君が乗り気じゃなかったことにな。……今、領地を治められるのは領主である俺しかいない。恋や愛にうつつを抜かしている暇はないんだ」

「妻として応援しています」

「そう言ってくれるとうれしい。……では、眠ろうか」

「……はい」

　一足先にベッドに入り込んだリベルトがサイドテーブルに置かれたランプの火を消し、アトリに背を向けて横になる。リベルトの大きな背にアトリはどきどきしながらも、ベッドに入っていった。

（いくらなにもしないと言われていても……緊張してしまう）

　横になったが目をつむってもしばらく寝付けない。仕方がないので目を開け、窓から差し込む月明かりで、リベルトのシルエットを見つめた。

　しかし、アトリの緊張をよそに、規則正しい寝息が聞こえてくる。

（本当に眠ってしまったのね）

　窓を見ると満月が顔を出している。

　アトリの実家は木々に囲まれているので、窓から月は見えなかった。

（私……結婚したのね）

　窓から月が見える。ただそれだけで、実家を出てきた実感が湧いてくる。今日まで忙しくてなにも感じなかったが、なんだか無性に寂しさがこみ上げてきた。

（思えば、知らない場所で眠るのも初めてだわ。緊張して眠れないのも当然ね）

　ふと、リベルトが寝返りを打って仰向けになった。

　一瞬驚いたアトリだが、彼のお腹が呼吸に合わせて上下する様子を見るとクスリと笑う。

（実家が恋しいって思う反面、これからの生活が楽しみでどきどきしているわ……）

　リベルトの寝息は、アトリにとって安心できるものだった。聞いているうちにだんだん眠くなり、次第に瞼まぶたは落ちていった。










　昔の夢を見た。

　それはアトリが八歳のときだ。

　屋敷の裏にあるリンゴの木の下で鳥を見つけた。まだ目も開ききっていない雛で、とにかく必死に鳴いていた。

　木を見上げると、鳥の巣があり、そこから落ちてきたことはわかったが、とてもではないが小さなアトリでは登れない高さであった。

　アトリは小さな手で小鳥をすくい上げ、博識の兄に相談したが難しい表情で唸られた。

「アトリ、残念だけどこの小鳥は助からないよ。足も傷ついているし、羽も折れている。巣に帰しても親鳥に見放されてしまうよ」

「助からないんですか……？　見放されてしまうのですか？」

　小さなアトリでも意味はなんとなくわかり、兄の言葉を繰り返した。大きな瞳に涙が溜まる。

「小鳥さん、かわいそう……。傷が治ったら、お家に帰れるのに……」

　アトリが大粒の涙を流すと、小さな手は柔らかな光に包まれた。すると見る見るうちに小鳥の足の傷は治ったのだ。目の前でそれを見ていた兄は驚き、羽に触れると折れていた部分も治っていた。

　兄はそのまま、両親に一部始終を説明した。

　なにを話していたか、アトリにはよくわからなかったが、小鳥が元気になったことがうれしかった。その後、小鳥は父の手によって巣に戻された。一時は喜んでいたアトリだが、しばらくして自分の『ちから』についてわかりやすいように教えられることとなる。

　ローズウェル家では時々、魔法を使える子どもが生まれるそうだ。

　しかし、世間ではそれを知られていない。知られて悪用されるのを恐れ、代々守ってきた秘密なのだと言う。

「人前でその魔法を使ってはいけないよ」

　兄に何度もその言葉を投げかけられてきた。

「どうしてですか？　アトリも小鳥のように家族から『見放されてしまう』のですか？」

　幼いながらに、兄に聞いたことがある。

　すると、兄は泣きそうな表情でアトリを抱きしめた。

「そんなわけないだろう。誰も見放したりなんかしない。それに、アトリの家はここだろう？」

　そう言う兄の声は震えていた。

　そのころから、兄は執拗にアトリにかまうようになったのだ。

　アトリは成長する中で、自らの『ちから』を使わないようにしようと決めた。ローズウェル家に伝わる魔法の大体は、ほとんどの人が大人になると使えなくなると父から聞いたのだ。幸い、魔法は傷を癒やすだけで、暴走することもなく使う意志がなければ発動しない。

　使わない、という選択をすることでアトリは両親や兄に「もう使えなくなった」と嘘をつくことにしたのだ。それ以来、一度も魔法は使っていない。未だに使えるのかもしれないし、使えないのかもしれない。それは今のアトリにはわからなかった。

















第二章　アトリは人知れず生きがいを見つける












　小鳥の歌声で、アトリは目を覚ました。

　うっすらと瞼を開ける。隣を見るとリベルトはすでにいなかった。

　アトリは息をつく。

「懐かしい夢を見たわ……」

　久しぶりに見た夢はとてもリアルだった。

　魔法が使えると兄から聞いた両親の、アトリを見る困惑した視線を今も鮮明に覚えている。抱きしめてくれた兄の温もりや、震える声も。

　ふいにアトリは宙に両手を伸ばした。いつもとなにも変わらない両手だ。

　しかし、意識を集中させれば、魔法を発動させられるのかもしれない。

（私……なに考えているんだろう。魔法のことを考えるのはやめよう。……それよりもリベルトさまは、お仕事にいってしまったのかしら。私も起きないと）

　手を下ろし、ベッドから起き上がった。

　そのまま一人で着替えると、寝室からでる。昨日屋敷についてはリベルト直々に案内されたが、覚えられるわけもなく、廊下を歩いていた若いメイドに声をかけ、ダイニングへ連れていってもらった。朝食を待つ間、メイドと雑談をする。リベルトは朝早く仕事へ出かけたことや、裏庭の花が見頃を迎えることなどを聞き、そうこうしているうちに朝食が運ばれてきた。

　今朝はパンとスクランブルエッグ、ほかにもサラダやフルーツが並んだ。

　アトリは口に合わない昨晩の夕食を思い出し、気が重くなった。

　手のひらサイズの丸いパンに手を伸ばす。焼きたてなのか、温かい。ちぎると柔らかく、ていねいに作られていることがわかる。期待を込めて口に運ぶと、やはりアトリの知っているパンとは違った。どうしても、味気なく感じてしまう。

（たぶん……小麦が故郷のものとは違うのね。パン自体は膨らんでいるし、柔らかくって、私が作り方を教えて欲しいくらいだわ。だからこそ、味がもったいないと思ってしまう）

　サラダに使われている野菜も同様に、口に合わなかった。

　アトリは食事を終えるとそのまま厨房へ向かった。シェフと話をしてみたくなったからだ。

　厨房の扉を少し開き、中を覗く。

　しかし、そこにシェフらしき人影はなく、メイドたちが皿を洗っている後ろ姿しかない。

（いないのかしら……。どんな人か、お話してみたかったのだけど）

「あのー、厨房になにか用ですか？」

　アトリの背に低い声がかけられる。

　思わず振り返るとそこには大男が立っていた。リベルトも長身であるが、それよりも高く、筋肉質で全体的に大きい。また、顔の彫りも深く、アトリには睨んでいるように見えて震え上がった。

「きゃ……っ」

「そ、そんなに驚かないでください！　私はあなたに危害をくわえるつもりはありませんから」

　大男の言葉に冷静になったアトリは、彼の白い制服に息を飲んだ。

「もしかして、あなたがシェフ？」

　大男は頷いた。

　厨房へ通してもらったアトリは椅子に座る。

「先ほどは、すみません、驚かせてしまって」

　大男の彼こそが、ここのシェフで名前はオーリーというらしい。オーリーは申し訳なさそうに肩を落とし、アトリの前に紅茶の入ったティーカップを置いた。彼の大きな手では、ティーカップも子どものおもちゃのように小さく見える。オーリーは小麦色の肌だからか、はにかむと白い歯が見えて初めの印象よりも愛嬌があった。

　そんな彼を見て叫んでしまったことをアトリは申し訳なく思う。

「私も大きな声を上げてしまってすみません」

「いえ、誰だってこんな大男が後ろに立っていたら怖いと思いますし……」

　苦笑するオーリーに、取り繕う言葉も思いつかず、沈黙が二人を包む。

　アトリは差し出された紅茶に手を伸ばし、口をつけた。花の香りがする少し甘い紅茶だ。

「……おいしい」

　何気なくアトリが呟いた感想にオーリーはほほ笑んだ。

「そう言ってもらえるとうれしいです。花の蜜だけを集めたミツバチの蜂蜜を使っているんです。ほんのり花の香りがしますよね。気に入ってもらえてよかったです」

　オーリーは顔をほころばせながら説明する。料理の話をしている彼は、初対面のときのような怖さは感じられない。

（この方はやはり、お料理にこだわりがある人なのね）

　それは料理を食べながら、薄々感じていたことだ。

　アトリが食事に物足りなさを感じるのは、彼の調理に問題があるのではなく食材だと予想していた。彼自身の味付けやセンスはすばらしく、だからこそアトリは故郷のパンや野菜が恋しくなってしまったのだ。

（ただ……こんなにもこだわっている人に料理について話すのは気が引けるわ。もともと食材について聞くだけのつもりだったけど、やめておこうかしら）

「それで、どういったご用件ですか？　私を探していたんですよね」

　紅茶を飲み終えて適当に切り上げようと思っていた矢先、オーリーにそう言われ、アトリは戸惑った。

「あ、あの、厨房がどんなところか見てみたかったんです」

「……そうですか」

　アトリの答えに、オーリーは残念そうに目を伏せた。

「あの、どうかしたのですか？」

「いえ……私の杞憂でしたらすみません。私、実は奥さまが食事されているところを見ていたんです。それで……食事が口に合わなくてそれを伝えにきたのかと」

「えっ」

　アトリは図星を突かれ、言葉を失った。

　オーリーはかまわず言葉を続ける。

「職業柄、どうしてもわかってしまうんですよね。本当においしいと思っているかどうかは。それで、さきほどの紅茶を飲まれている姿を見て、確信しました。やはり、食事がお口に合わないのでしょう？」

　アトリはなんと答えていいか考える。しかし、いい言葉が思いつかない。

（今後にもかかわることだし、ここははっきりと言ったほうがいいのかしら……）

　考えているとオーリーは深く溜め息をついた。

「奥さまのご出身であるローズウェル家はシア山を越えたところですよね。まだ半人前のときに通ったことがあるのです。あそこはいいですよね。野菜も小麦もおいしくて」

「そうなんです！」

　オーリーの言葉にややかぶせ気味に言った後、アトリは「あっ……すみません」と口をつぐんだ。

　その様子に、オーリーは苦笑する。

「いえいえ。私も薄々わかってるんです。今まではリベルトさまが食事にも淡泊な方であったから、それをいいことに考えないようにしていただけで……。奥さまが食事されている姿を見て、やっぱりこれじゃあいけないなと思ったんです。……ですが、食材がね」

　アトリは、なんとなくリベルトが食事に淡泊なところを容易に想像することができた。彼はなにより一言目には『仕事』なのだ。

「食材がどうかしたのですか？」

「おいしい小麦を仕入れるツテがなく、奥さまの望むような新鮮な野菜も、この町では入手しにくいのです」

「なるほど……」

　アトリはオーリーに問題があるのではなく、物流に問題があることを理解した。たしかに屋敷のあるこの辺一帯は建物が立ち並んでいるが、畑などは見かけなかった。アトリの出身地のように農業が盛んではないようだ。

「小麦を仕入れるツテならあります。家族に手紙を出せば、定期的に小麦を仕入れることはできると思います」

「本当ですか？」

　オーリーは目を輝かせていた。アトリは頷く。

「でも、問題は野菜ですね。いくらなんでも、私の実家から送ってもらうとしても、それなりの量を馬車で運ぶのは難しいかもしれませんね……」

　アトリは腕を組み、唸った。

（野菜はあきらめるしかないのかしら……）

　しかし、直後にあることをひらめいた。










　その夜のことだ。

　リベルトが寝室へ入ってきたのは夜が深くなったころだった。

「アトリ……起きていたのか」

　ソファで本を読んでいたアトリは声をかけられ、顔を上げる。

「リベルトさま！」

　この日お互いに初めて顔を見た。リベルトの表情には疲労が見てわかる。

　そのままリベルトはアトリの座るソファまで移動し、隣に腰を下ろした。

　アトリは本を閉じ、リベルトの顔を見る。

「お疲れのようですね。よければマッサージしましょうか」

「そんなことをさせるわけには……と言いたいところだが、うれしいな。お願いするよ」

　アトリはほほ笑み、リベルトの手に触れた。大きくて、少しかさついた手のひらをアトリの小さな指で押していく。

（大きな手……。指は細くて長いのに少し皮が厚い。……あ、ペンをよく握っていらっしゃるのかしら……。指に跡がついているわ）

　リベルトは気持ちよさそうに目をつむっている。

「アトリは、今日はなにをしていた？　困ったことはないか？」

「今日はシェフのオーリーさんとお話して、庭の散策をしていました。困ったことは……ないのですが、リベルトさまにお願いがあります」

「お願い？　なんだ？」

　リベルトは薄く瞼を開く。起きているのがやっとという表情だ。

　アトリは手のひらをマッサージしたまま言葉を続けた。

「裏庭の花壇が見頃を終えるようなのです。庭師の方に聞くと、まだ次に植えるものは決まっていないと言っていました。よければその場所を私に貸して欲しいのですが」

「なんだそんなことか。聞かなくても、ここは君の屋敷でもあるんだ。好きに使ってもらってかまわない」

「ありがとうございます！」

　アトリは顔をほころばせる。その様子に、リベルトは苦笑した。

「それよりもすまないな。普段から仕事をしているとこんな時間になってしまう。屋敷に一人でいるのは退屈だろう？」

　リベルトの問いかけに、アトリは首を左右に振った。

「いいえ！　いろいろ散策できて楽しいです。メイドの方々も、オーリーさんも私によくしてくださいます」

「そうか……それなら、よかった」

　リベルトはそう言い、ゆっくりと瞼が落ちていった。

　アトリはマッサージをする手を緩め、リベルトを優しく揺り動かした。

「リベルトさま、お疲れなのですね。そろそろベッドへ移動しましょう」

「ああ……」

　リベルトはけだるげに立ち上がり、アトリとともにベッドへ移動した。

「おやすみなさい、リベルトさま」

　アトリは優しい声で呟き、ランプの火を消した。

「おやすみ、アトリ」

　二人は背中合わせで横になり、眠りにつく。










　翌朝、新鮮な野菜が手に入らないなら、育ててしまえばいいとひらめいたアトリはさっそく畑作りの作業に取りかかっていた。

　汚れてもいい服をメイドに用意してもらい、アトリが率先して鍬くわを持つ。

　アトリの父は農業を大事にしていた。その背中を見て育ったアトリは兄とともに農業を学び、時折手伝っていたのだ。母はそれをよく思っていなかったようだが、結果的にそのときの経験が今役立とうとしていた。

　花を落とした植物と雑草を抜く。メイドや庭師、オーリーも代わる代わる手伝ってくれ、夕方には畑らしくなっていた。

　また、アトリは昨日のうちに手紙を送っていた。

　両親と兄には先日の結婚式のお礼や屋敷での暮らし、それに、小麦を定期的に欲しい旨と作物の種を送ってもらうようにお願いした。何事もなければ、返事も一週間ほどで届くだろう。

　そうしてシドにも手紙を書いた。

　リベルトは優しく、屋敷の使用人たちも親切で、新婚生活は順調であることを綴った。

（シドさまは心から結婚を喜んでくださった。だからこそ、この嘘は隠し通さなくてはいけないわ）

　返事が届くまでの時間を農業の勉強にあてたり、オーリーからパン作りを教わったりしていた。リベルトと話す時間は、あいかわらず日に一時間あるかどうかであったが、アトリなりに屋敷での生活を楽しんでいた。

　そうしているうちに、ローズウェル家から野菜の種と小麦が届き、アトリのパン作りも上達していく。野菜の実が生るころには、アトリが作ったパンが朝食に並ぶようになっていた。

　ある朝のことだ。

　いつものように野菜に水をあげ、大きくなったナスやトマトを初めて収穫しようとしていた。

（どの野菜もずいぶん成長したわね。これならオーリーさんに渡して、夕食に使ってもらえるわ）

　トマトに手を伸ばしたそのとき、どこからともなく猫の鳴き声が聞こえてアトリは動きを止めた。その鳴き声が、どこか弱々しく、心配になったのだ。辺りを見て、鳴き声の聞こえる場所を探すと茂みに丸まっている猫を見つけた。グレーの毛色を持つ、美しい猫だった。

「あなただったのね」

　アトリに見つけられた猫は鳴くのを止め、ぐったりした様子で瞼を閉じた。よく見ると後ろ足から血を流している。

「大変。すぐに手当しなくちゃ」

　アトリが慌てて抱き上げると、抵抗はない。

（手当をして、間に合うのかしら。包帯を巻いて、栄養のある餌を食べさせられる？　こんなにぐったりしているのに、回復するかはわからないわ。それなら……）

「少し我慢してね……」

　アトリは猫に話しかけ、再び地面に下ろすと傷口に手をかざした。

（もうずっと魔法を使っていないわ。使えるか、わからないけれど。やってみるしかない）

　すると、手のひらが青白く発光し始める。アトリ自身、魔法を再び使えることに驚きながらも、猫の傷が少しずつ塞がっていくことに喜びを感じた。

　しばらくすると、傷は完全に塞がり、猫は立ち上がると不思議そうに傷のあった部分を舐める。

「ふふふ、よかった。もう大丈夫みたいね」

　アトリがほほ笑むと、猫はお礼でも言うようにひと鳴きすると駆けていった。

　猫が走り去る背中を目で追っていると、誰かの足もとが視界に入る。アトリは驚いて目をみはった。

「あっ……」

　そこに立っていたのはサミという男性だ。

　直接話したことはないが、リベルトの幼なじみで、領主の仕事を手伝ってくれる良き仕事仲間だと結婚式で紹介されていた。リベルトとは違った愛嬌のある顔立ちで、話しやすそうな雰囲気をまとっている。

　しかし今は、アトリを見つめたまま固まってしまっている。アトリと目が合い、肩を震わせた。

「すみません……覗くつもりではなかったんです。リベルトが書類を屋敷に忘れたと言って……取りにきたのですが見あたらなくて、メイドか夫人なら知っているのではと……」

　やや早口で、サミは言った。

（この様子だと……魔法を使ったところを見られてしまったのかしら……？）

「いえ、いいのです。それよりも、その、どこからご覧になりましたか？」

　アトリの問いかけに、サミは視線を泳がせる。

「夫人が猫を発見したところからです……」

（すべて見られていたのね……）

　アトリの鼓動が焦りから早くなっていく。

　このことがリベルトに伝わるかもしれない。そうなれば、人間ではないと軽蔑され、結婚もなかったことにされるかもしれない。まだほんの少しの短い夫婦期間ではあるが、アトリはリベルトを信頼していた。拒絶されたら傷つくだろう。

「あ、あの、サミさん。このことは、誰にも言わないで欲しいのです。夫である、リベルトさまにも……。この力はローズウェル家でも一部にしか使えない魔法。そして、秘密でもあります。私には、ちょっとした傷を癒やすこの魔法しか使えません。害はないのです。だから……どうか……」

　アトリが頭を下げると、サミは慌てた。

「夫人、どうか頭を上げてください。もちろん、誰にも言いません。驚きはしましたが……。それに魔法については昔、本で読んだことがあって、存在は知っています。まさか本当に存在しているとは思いませんでしたが……」

　サミの言葉に、アトリは安堵の溜め息をついた。

「あ……ありがとうございます」

「そんなに怯えた目をしないでください。本当に誰にも言いません。もちろん、リベルトにも。それに、あなたは猫の命を救ったんです。すばらしい魔法じゃないですか」

「そう言ってくださると、うれしいです……」

　アトリは昔のことを思い出した。

　兄と両親が、この魔法を知ったとき、ほんの少しだけ特別な視線を感じた。どこか距離があるような視線だ。

　サミの言葉はうれしかったが、素直に受け取ることはできなかった。

　実際にどう思われているかわからない。リベルトに話さないと口では言っているが、信じることができずにいた。

　結局、サミと別れた後も数日間、安心することができなかった。

　しかし、サミは本当に話さなかったようで、寝室でのリベルトとの何気ない会話に次第に心が落ち着いていった。

　それどころか、今まで話さなかったサミが、数日に一度アトリの畑に訪れ、手伝ってくれるようになった。

　一ヶ月も経つとよき話し相手になり、サミからリベルトの日常を聞くことが楽しみになっていった。

　リベルトは普段仕事の話をアトリにはしない。一方のアトリも、パン作りや裏庭の菜園について秘密にしていた。

　そのため、サミの話すリベルトはアトリにとって新鮮だ。

　いつも町の人々のことを考え働くリベルトは、誰からも尊敬されているとサミは話す。それを聞いて、アトリはなおさらリベルトに対して尊敬の気持ちが増していた。

　昼過ぎに、いつも通りサミがやってきた。

「こんにちは。夫人、今日は何か手伝えることはないですか？」

「大丈夫ですよ、私より、リベルトさまを手伝ってあげてください。昨日も帰ってくるなり夕食も口にせず眠ってしまったんです。お仕事が大事なのはわかりますが、私……心配で……。今朝のパンも口にしてくれなかったみたいですし……」

「ああ、最近は流行病でリベルトも領主として、忙しいですから。……それにしても、夫人はリベルトが食べたかどうかまで気にしているんですか？」

　指摘されてアトリは慌てて顔を左右に振る。

「あ、いえ！　もちろん心配で気にしているというのもありますが、最近はパン作りもサマになってきましたし、菜園で収穫した野菜も料理に使われているんですよ。だから……食べてもらえていないと悲しくて……。それからとくに気にするようになりましたね。やはり、リベルトさまには健康でいて欲しいですから」

　パン作りも、菜園もリベルトには秘密にしている。感想を聞くことはできないが、それでも完食されているとうれしかった。

　楽しそうに話すアトリを見て、サミは苦笑する。

「リベルトは本当に幸せものですね。すてきな方を妻にできてうらやましい」

「そんなことありませんよ」

　アトリは笑って見せたが、声に力はなかった。

（妻……ね）

　リベルトとアトリは、所しょ詮せん偽りの夫婦だ。リベルトは仕事のため、アトリは家のために双方の利害が一致して夫婦をしているだけにすぎない。

（私は本当に妻をやれているのかしら……）

　リベルトはアトリになにも求めない。むしろ、なにもしないことを求めているのだ。

　だからこそ、リベルトにパン作りや、菜園のことを打ち明けることが怖かった。よけいなことをしてくれるなと言われるのを恐れたのだ。

「ああ、もうこんな時間だ」

　懐中時計を見たサミが慌てたように言葉を続けた。

「そろそろ持ち場に戻らないと、リベルトに愚痴を言われるかもしれない。作業を止めてしまい、すみません。そろそろ、私は戻ります」

「いえ、サミさまもお仕事はほどほどに」

　アトリがそう言うと、サミは小さく会釈して裏庭から去っていった。

　気を取り直し、アトリは畑にしゃがみ込むと、雑草を抜き始める。夢中になって抜いていると足音に手を止めた。それも走っているような足音だ。

　アトリが顔を上げると、息を切らしたサミと目があった。

「夫人、大変です。リベルトが……！　倒れた馬車の下敷きに！」

「え……」

「医者を呼んでいるのですが、流行り病の診察に出かけていて到着するのに時間がかかるらしく……」

　サミが言葉を言い終える前に、アトリは近寄った。

「場所はどこですか？　お、応急処置なら私、できるかもしれません」

　サミに連れられ、事故のあった場所へ向かうと、大通りに人だかりができている。サミが道を空けるように誘導してくれ、アトリがそこで目にした光景は目を覆いたくなるようなものだった。

　馬車は車輪が外れ、半壊している。ちょうど瓦礫から助け出されたリベルトが寝かされていた。右腕からは血が流れ、石畳を赤く染めている。

「大変……」

　アトリは駆け寄り、屋敷から持ってきた清潔な布で傷口を縛った。アトリが腕に触れるたび、リベルトは痛みから苦痛の声を上げる。

「リベルトさま、気をたしかに持ってください。すぐにお医者さまがいらっしゃいますから！」

（お医者さまは到着が遅れると言っていたわ……。間に合うのかしら……）

　サミもアトリの隣へ腰を下ろす。

「病院へ運んだほうが早いと思い、リベルトを安全に運ぶ荷車を手配しています。医者も病院へ戻ってもらうことに」

「……ありがとう、ございます」

　アトリはつっかえながらも話す。頭の中が真っ白でサミの言葉は入ってこない。

　止まらない血に、焦りがアトリの心を支配していった。

（荷台がきて、病院に運んで……本当に間に合うのかしら。こんなに、血が流れているのに？）

　アトリは血で赤く濡れた自分の両手のひらを見た。

（私の……魔法を使えば……）

　しかし、突然ガヤガヤと人の声が聞こえ始める。振り返ると人々の視線がアトリとリベルトに集中していた。

　ふと家族の視線を思い出す。心配するような瞳。

　だが、町の人がアトリの魔法を使うところを見たとしたらどうだろうか。

　想像して、アトリは肩を震わせた。

（魔法を……使ったらどんなふうに思われるかしら）

　暗い思考に陥ったアトリの心を揺るがすように子どもの泣き声が聞こえてきた。

「ママ！　領主さま、どうなっちゃうの？　私を助けようとして怪我しちゃったのに！　死んじゃうの？　そんなのいやだよ！」

　子どもは人だかりの外にいるらしい。

　姿は見えないが泣きじゃくっているのがわかる。母親らしき声が何度も優しい声でなだめていた。

（私……なに考えていたんだろう。とても恥ずかしいことを考えていたわ。今ここでリベルトさまを救えるのは私しかいない。私もリベルトさまが目を覚まさないなんていやだもの）

　アトリは意を決し、リベルトの腕に手をかざした。

　手のひらが光り輝き、隣に膝をついていたサミが目をみはる。

「夫人、なにを！」

　アトリはサミの言葉になにも言わなかった。

　それよりも、魔法が発動したことに安堵し、集中する。魔法により少しずつではあるが傷も塞がり始めていた。

（よかった……人に魔法を使ったことがなかったから、一時はどうなることかと思ったけれど、ちゃんと傷が塞がっているわ。だけど……少し、辛い）

　今まで、数えるほどしか魔法を使ったことがなかった。それも、かすり傷を治す程度だ。大きな傷を治す疲労がアトリを襲う。両手は重く感じ、しだいに震えてくる。だが、アトリは手を下ろさなかった。強い意志でかざし、魔法を使い続ける。

　不思議と、周りの声は聞こえなかった。

　集中しているからかもしれないし、どう思われてもかまわないと吹っ切れたからかもしれない。

（あと少し……あと少しで傷が塞がるわ……）

　リベルトの傷が完全に塞がるのを見届け、アトリはその場で気絶した。
















第三章　リベルトは、守るものに気付く












　リベルトは目を覚ますと、見覚えのない白い天井をぼーっと見た。

（あれ……ここ……屋敷じゃない。町の病院、か？）

　意識がはっきりしてくると、痛みが全身を駆けめぐり、顔をしかめた。

（うっ、そういえば、突然馬が暴れて……子どもを助けようとして……それで……）

　うっすらと記憶を取り戻していく。

　痛みに耐えながら上体を起こすと、違和感に気付く。

（俺、たしか馬車の下敷きになったはず……）

　リベルトは直前の記憶を思い出した。馬車が倒れ、その近くにいた子どもを救うため、死を覚悟して飛び出したのだ。

　しかし、体はあちこち痛むが、目立った傷はない。体を裂くような痛みで気絶したにもかかわらずだ。気を失う瞬間、リベルトは心の中でアトリに詫びた。

『いくら、お互い利害が一致したからとはいえ、ひどい夫婦生活に付き合わせてしまった。俺が助からなかったら、好きな人でも見つけて楽しい人生を送ってくれ』

　そう思ったことさえ、無事だった今では恥ずかしく感じてしまう。

　入院着をほどき、体を見下ろすがかすり傷一つない。とくに痛むところとすれば、右腕だ。

（この調子ではペンはしばらく持てないだろうな）

　リベルトは深く息をつき、肩を落とした。

　ふと、扉がノックされる。

　返事をする間もなく、扉が開き、顔を出したのはサミだった。

「おお、目が覚めたんですか」

　幼なじみで、信頼できるということから仕事の補佐を任せている。お互い気心がしれた仲ということもあり、サミは病室に入ってくるなり椅子に座った。

「ああ、馬車の下敷きになったときは死ぬかと思った」

　苦笑するリベルトに、サミは真顔で言った。

「いや、彼女がいなかったら死んでいましたよ」

「彼女？」

「リベルトの奥さまですよ」

　リベルトは驚き、目をみはる。

「あの場にいたのか？」

「俺が彼女を連れてきました。彼女が魔法であなたを救ったんです」

　リベルトは、一瞬サミがなにを言っているのかよくわからなかった。

　だが、サミの表情は真剣そのものでリベルトをからかっている様子はない。それに、リベルトはサミがどういう人間かをよく知っている。物腰柔らかで愛想はいいが、嘘をついたりしない。

　そんなサミの言葉も、理解が追いつかなかった。

「魔法、とはどういうことだ？　魔法のような、何かか？」

「言葉通り、魔法ですよ。信じられないなら、町の人にも聞けばわかります」

　返された言葉にリベルトは息を飲む。

「何人も、見たのか？」

「仕方がなかったんだと思います。あなたは血を流して、危ない状態だったから。町の人々には俺から説明したから大丈夫だと思います」

「……そうか。どうして、サミはアトリが魔法を使えると知っていたんだ？」

　怪我を目撃したサミが、アトリを呼びにいったというのが引っかかった。アトリとサミが出会ったことはあるが、リベルトを介してあいさつした程度だ。アトリからもサミの話は聞いたことがなかった。

　だからこそ、違和感があった。

（なぜだろう……。アトリとサミに交流があっただけで胸騒ぎがする……）

　戸惑うリベルトを見て、サミは頬を緩めた。

「安心してください。ずいぶん前にあなたの資料を探しているときに、たまたま夫人が魔法を使っているところを見ただけです。そのことは夫人から口止めされていてリベルトには言えなかった」

「……そうか」

　サミの言葉に安堵したが、まだ何かあるかもしれないと思うと半信半疑の状態であった。

「彼女に、ちゃんと礼を言ったほうがいいですよ。リベルトのことだから、家庭内でコミュニケーションをとっていないんでしょう」

（そういえば……サミにアトリとの結婚について言っていなかったか）

　リベルトはサミに、結婚の経緯を話した。

　お互い事情があり、結婚したこと。今回のことでアトリにはとても感謝しているが、恋愛感情はないことを告げた。

「……つまりは、利害が一致した同居人ってわけだ。家族サービスなんて彼女は求めてない」

　話を黙って聞いていたサミだが、淡々と話すリベルトに鋭い視線を向ける。

「結婚の経緯はわかりました。ですがリベルト、あなたは間違っています」

「……俺が？」

　サミは深く頷いた。

「ああ。血を流しているあなたを見て、夫人はとても傷ついた表情をしていました。今思えば、連れていかなければよかったと思っています。だけど彼女は町の人々の視線がある中で、魔法を使ったんです。あなたにさえ隠していたことなのに。……これが、どれほどの勇気かわかりますか？　ただの同居人を助けるために、リスクを背負うのですか？」

「それは……」

　アトリの魔法事情なんて知らない。

　リベルトにとって、魔法は空想上のものだ。未だに信じられないでいる。

　しかし、だからこそ、その魔法が目の前に現れたとき、どんな視線を向けるか簡単に想像することができた。アトリがそれを恐れることも……。

（悔しいな……。サミはたまたまアトリの魔法を知ったと言った。だけど、俺は……形式上の夫婦だが、それさえも想像することができなかった……）

　黙っているリベルトに、サミは口を開く。

「少なくとも彼女は、リベルトをただの同居人なんて思っていませんよ。夫人は話をするとあなたのことばっかりなんです。ごはんを食べていないだとか、寝ていないだとか……。あなたも彼女に向き合ういい機会なんじゃないですか？」

「そう……だな」

　リベルトは痛む右手を擦り、頷いた。

　サミ曰く、アトリは同じ病院で今も眠っているとのことだった。

　リベルトに魔法を使った後、気絶したと聞いた。医者からは疲労だと診断されたそうで、リベルトは胸をなで下ろした。

　しかし、サミは真剣な表情で言う。

「安心しているところ悪いんですが、倒れたときに夫人を支えられなかったんです……。石畳にぶつけて、こめかみを少し切ってしまいました」

　安堵が一瞬にして心配に変わる。

「サミ、眠っている姿でもいい。アトリを一目見ることはできないか？」

「医者に聞いてきます」

　サミはほほ笑み、席を立った。しばらくして戻ってくると、医者から許可が出たらしく、サミに連れられてアトリの眠っている病室へ向かった。

　リベルトが眠っていた個室とは違い、アトリが眠っているのは相部屋だ。あいにく誰もおらず窓際だけが、カーテンで覆われていた。

　そこにアトリが眠っているらしい。

「俺は部屋の外で待っているよ」

「ああ、サミ、ありがとう」

　お礼を言い、カーテンに手をかける。

　そこには、アトリが眠っていた。

　窓から光が差し込み、彼女の白い肌を照らしている。

　額には包帯が巻かれていて、痛々しい。

（あの傷は、俺を助けなければつかなかった）

　後悔が胸をつく。立ち尽くしたまま、彼女を見据えて動けなかった。

　ふいに、アトリのまつげが揺れた。

「……アトリ」

　立ち止まっていたリベルトは近づき、顔をのぞき込む。

　ゆっくりとアトリの瞼が開いていった。

「……リベルト、さま？」

　まだ意識のはっきりしていないアトリは、リベルトを視界にとらえると弱々しく、ほほ笑んだ。

「俺だ。君のおかげで助かった。俺のために魔法を使ってくれたんだろう？」

　うつろだったアトリの目が、少しずつ焦点が合っていく。

「わ、私……、その、ごめんなさい」

　謝られ、リベルトは戸惑う。

　アトリは口走った後、瞳を潤ませたかと思うと大粒の涙を流し始めた。

「どうしたんだ。なぜ泣いている？」

　静かに泣くアトリに、リベルトは優しい声で続けた。

「俺がお礼を言う必要はあっても、アトリに謝られ、泣かれる理由がわからない。アトリは命の恩人だ。本当にありがとう」

「あなたを救いたい一心で、町の人たちの前で魔法を使ってしまいました。こんな気味の悪い私がリベルトさまの妻では町の人にも示しがつかないでしょう。どうか、あなたのために私と別れてください」

　泣きながらそう訴えるアトリに、リベルトの心は動揺した。

　サミの言っていた『ただの同居人ではない』という言葉を思い出したのだ。

（こんなときにも、俺のことを心配をしてくれるのか……）

　思い返せば、リベルトはアトリにひどいことをしてきた。

　利害の一致で結婚したとはいえ、興味を示さず、仕事ばかりにうつつを抜かしていた。しかし、アトリはそんなリベルトを責めることもせず、疲れて帰ってきてソファで寝てしまったときも黙って毛布をかけてくれたことを知っている。

　たまに早く帰ってくる日があってもアトリはリベルトの話を楽しそうに聞いてくれていた。

　だが、リベルトはアトリの話を聞こうとしたことがなかった。

　上辺でだけ「今日はどうだった？」と話を振るだけで、深くは聞かなかった。適当に相づちを打って「そうか、それはよかったな」と言う。彼女が今までどんなふうに、なにをして、なにを思っていたかなんて知ろうともしなかった。

　彼女の優しさが、心地よかった。疲れて帰ってきて、彼女の笑顔を見るのがただ好きだった。それにずっと甘えていた。

　アトリの頬を伝う涙を、動く左手で拭う。

「アトリ……そんなこと言わないでくれ。俺には君が必要だ」

　アトリは驚き、目をみはる。その拍子に、涙も止まってしまったようだ。

「ひ、必要、ですか？　ですが、私は魔法が……」

「そんなこと、関係ない。もしも、人の目が気になるなら俺から人々に説明する」

「ですが……」

「ほかになにか問題があるのか？」

　アトリの目をのぞき込むように見ると、視線をはずされてしまった。アトリは俯いて、呟いた。

「気持ち悪く、ないのですか？」

　また、泣き出しそうな彼女を見て、リベルトは気の毒に思った。

（アトリは……魔法を使える自分のことをそう思っていたのか……？）

「アトリ……」

　名前を呼び、彼女の顎に手を添えて視線を合わせる。

「気持ちが悪いわけないだろう。君は俺の妻だ」

「リベルトさま……」

　アトリは、またさめざめと涙を流した。

　そんな彼女を抱きしめると、触れあうことすら久しいと気付かされる。

　彼女の肩がこんなにも小さいだなんて、今まで知らなかった。

　細く小さい体に『魔法』という秘密を持ち、どれほど苦労してきたのだろう。それでも卑屈にならず、家族を愛し、夫であるリベルトにも優しかった。

　それに、身を危険に曝してでもリベルトを助けようとする勇気も備わっている。

（知れば知るほど、驚かされる……。そうして、もっと知りたくなる）

　抱きしめていると、アトリの額に巻かれた包帯がリベルトの首に触れた。

（優しくて、勇気があって、強くても……傷つかないわけじゃないんだ。俺が、アトリを守ってあげなければ）

　リベルトの心に決意の炎がともる。

　町の人々の前で、魔法を使ったとサミに聞いた。

　彼女に向けられる視線に気をつけなければいけない。傷つける言葉を、彼女の耳に入れたくはない。

（彼女を傷つけないためには、どうすればいいだろうか……）

　リベルトはアトリを抱きしめながら、これからを考え、悩んだ。










　退院は二人そろって翌日ということになった。

　午前中には検査が終わっていたが、病院を出る時間帯は夜を選んだ。

　リベルトはなるべく、アトリを人目につかせないようにしようと考えた。

　もともと、アトリは屋敷を出ない。

　それならばほとぼりが冷めるまで、隠してしまおうと思っていたのだ。

　町の人々の理解は、ゆっくりと時間をかけて得られればいい。とにかく今は、アトリを傷つけないことを最優先に考えていた。

　夜、サミに病院の裏口へ迎えに着てもらうように伝え、念のためにアトリにはフード付のケープを着せた。二人一緒にリベルトの部屋で迎えの時間がくるまで待っていた。時間が近くなるとリベルトは怯えるアトリの手を握った。

「アトリ、心配しなくていい。俺がついている。さあ、そろそろ時間だ。俺たちの屋敷へ帰ろう」

　手を握ったまま病室を後にして、裏口より人目から隠れるように馬車に乗った。

（サミと話し合い、仕事も一週間休むことにした。これからはアトリをもっと気遣うようにしなくては……）

　そう心に誓ったリベルトであったが、翌日から不思議な現象に悩まされるとは思いもしなかった。

　アトリと向き合おうと思っていたリベルトだったが、目が覚めた時には隣に彼女はおらず、姿を確認できたのは起床からしばらくしてからだった。

　どこにいっていたのかと尋ねれば「早く目が覚めたので散歩を」と返された。久しぶりに同じ席について朝食をとると、不思議なほどに視線を感じる。アトリは自分が食べるのを止めてまで、リベルトの食事を見つめているのだ。

「俺が食べているのが珍しいか？　そんなに見つめられると穴が空く」

「すみません。それほど見つめているつもりはなかったのですが……。それで、その、おいしいですか？」

　妙な言葉の切り返しに、リベルトは首を傾げながらも、ちぎったパンを口に放り込んだ。普段は忙しくて朝食すら食べないが、久しぶりに食べたパンは甘くておいしい。

（こんなに甘かっただろうか……？　久しぶりに食べたからか？）

　不思議に思いつつも、頷く。

「そうだな。言われてみるとおいしい。オーリーのやつ、腕を上げたな……。なにかいい食材でも手に入ったのか？」

　思えば全体的に食事のクオリティが上がっているように感じた。サラダや野菜のスープも味が濃く、風味がある。

　ふと顔を上げると、先ほどまでジッとリベルトを見つめていたアトリが、ニコニコとほほ笑んでいた。

（……いったい今の返答のなにがうれしかったんだ？）

　疑問を覚えつつも、食事を終えた。

　アトリには昨晩のうちに、しばらく仕事を休み、ともに過ごすことを伝えてある。

　そのため、リベルトは頭の中でこの後二人でどのように過ごすのかを考えていたのだ。しかし、食事を終えるなり、アトリは席を立ち「それでは、私は少し散歩へ……」と歯切れ悪く言うとそそくさとダイニングから出ていってしまったのだ。

　リベルトは開いた口が塞がらず、閉まるドアをただ見つめていた。

　しかし、いつまでもそうしているわけにもいかない。

（散歩くらい、一緒にいってもいいだろうに。……仕方ない、仕事は休むことになったし、今日は本でも読んで過ごすか）

　そう思い、立ち上がると書斎へ向かった。本を読む以外、その後の予定が思いつかない。趣味らしい趣味もなかった。

（アトリは普段、この屋敷で一人過ごしているんだな……）

　そう考えると、アトリにたいして申し訳ない気持ちになってしまう。

　午前中は書斎で本を読み過ごした。ふと窓の外を見ると、庭を歩いているアトリが見える。声をかけようと窓を開けたが、思いとどまった。

（今の今まで、散歩をしていたのか？）

　時計を見ると、二時間以上は経っていた。

　アトリの歩いてきた方向は裏庭だ。

（そういえば、いつだったか裏庭の一角が欲しいと言っていたな……。そこでなにかしていたのか？）

　今まで一度も気にしたことはなかった。しかし、興味がわくといてもたってもいられず、書斎を後にした。屋敷を出て、建物沿いに歩いていく。

（たしか、この辺りから出てきたはずだ。以前は庭師の趣味で、季節の花が植えられていたと思うが……。今はアトリが花を育てているのか？）

　建物の角を曲がると、以前は花が咲いていた場所が一変していた。

　花も咲いているのだが、トマトなどの実が生っている。ほかにも、野菜に明るくないリベルトにはわからないが、土の上に均等に野菜の苗が植えられていた。

「畑……？」

　近づいてよく見てみる。どの苗もいきいきとしていて、雑草も生えておらず、ていねいに育てられていることがわかる。

　野菜の中には今朝サラダに入っていたものもあった。

（……よくわからないが、シェフのオーリーに聞いてみればわかるだろうか）

　アトリが畑を管理しているとは思いもしなかった。

（今朝の野菜がおいしかったのはオーリーが手作りしていたからか……）

　納得したリベルトはそのままキッチンへ向かう。

　リベルトがキッチンの扉を開けると、まず目に入ってきたのはアトリが生地をこねている姿だった。

「え……」

　思わずリベルトは声を出し、その場で固まってしまった。

　その声に気付いたアトリも顔を上げて手を止める。

「リベルトさま！」

「アトリ、これはいったい……」

　どういうことか聞こうとしたリベルトであったが、思わずふきだして笑ってしまう。見つめ合ったアトリの頬は小麦粉で真っ白になっていたからだ。

　笑われたアトリはキョトンとして、オーリーに頬を指摘されると、手の甲で拭った。

　しかし、堪えきれず笑うリベルトを見ると、アトリは頬を真っ赤にさせる。

　ひとしきり笑い終わったリベルトは、アトリの口から事情を聞いた。

　リベルトには『散歩』と言っていたが、その間は畑を管理していた。そして今はパンを作っていると言う。

　それもここ最近のパンはアトリの手作りだと聞いて、リベルトは驚いた。

「では、今朝のパンも？」

　聞くと、アトリは恥ずかしそうに頷いた。

（だから朝食の味を気にかけてきたわけだ）

　味について問われたとき、おいしいと答えたからアトリはうれしそうにしていた。

「ではなぜ、『散歩』などと嘘をついたりしていたんだ。正直に言ってくれればよかったではないか」

　リベルトが話すと、アトリは視線をそらした。

「嫌われる、と思ったんです。ただでさえ、魔法のことを黙っていたのに、貴族らしくない私がバレたらと思うと怖かったんです。だって、リベルトさまが求めているのは名ばかりの妻。それはきっと、一般的な淑女のことでしょうから……」

　アトリの言葉に、リベルトは返す言葉がなかった。

（そんなふうに、思わせていたのか……）

　サミの『少なくとも彼女は、リベルトをただの同居人なんて思っていませんよ』という言葉を思い出す。彼女は陰ながら見守ってくれていたということを理解した。

（それなのに、俺は彼女に興味も持たず……）

　リベルトは、オーリーやメイドたちが見守っているのも気にせず、アトリに近づきまだ小麦粉のついた頬を拭ってあげた。

「アトリ、今まで気を遣わせてすまない。君は君らしく生活していいんだ。パン作りに野菜作り、すてきな趣味だと思う。朝食のパンもおいしかったよ」

「リベルトさま……。では、嫌いにはならないのですね？」

「嫌いになるわけがないだろう。それよりも、アトリのことを知れば知るほど、興味がわいてくる。夫婦になって日は経つのに、気がつくのが遅すぎたな」

「え？」

　リベルトはアトリの髪を手にすると、その束にキスをした。

「君のことをもっと知りたくなった」

　その言葉に顔を真っ赤にさせるアトリに続けてそっと耳打ちする。

「アトリのことが好きになったみたいだ」
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　アトリはリベルトに告白された後、心ここにあらずであった。

　夕食も味がよくわからず、飲み込むのもやっとだ。

　一方、向かいに座って食事をしているリベルトは、いつもと変わらない涼しい顔をしている。

（キッチンで言われたこと……あれはどういうことだったのかしら）

　髪にキスされたことや、低い声で「好きだ」と言われたことを思い出すと、体温が上がっていくのをアトリは感じた。

（出会ったとき、恋愛はしたくないとおっしゃっていたわ。だから、さっきのことは、友人としての好き？　でも友人にキスなんてしないわよね。ああ、でも……）

　アトリの心を思いとどまらせるのは、出会ったときのリベルトの言葉だ。

（俺は君に愛を求めない……って言われたのよね）

　アトリは、少なくともそういう人間ではないからリベルトに結婚相手として選ばれた。

（勘違いしてはいけないわ。……けれど、就寝前にどういう意味か聞くくらいしてもいいわよね？）

　もう一度、のぞき見るとリベルトと目があった。

「どうした？　さっきから何度もこちらを見つめて」

　リベルトは口元を緩めてほほ笑んだ。

「え、いえ。そんなに、見ているつもりでは……」

「さっきから視線を感じていたけどな。それほど、パンや野菜の感想が気になるのか？」

　指摘され、アトリは戸惑った。

（今、気になっているのはそういうことではないのだけれど……）

　キッチンでのことを聞くのはためらってしまい、アトリは頷くことにした。

「そう、ですね」

「心配しなくても、おいしいと思っているぞ。それよりも……今まで食べなくて悪かったな。病院で目が覚めたとき、サミから聞いた。朝食をとらないことを気にしてくれていたらしいな。……俺は仕事しか見えていなくて、アトリのことを気にかけることすらしなかったのにな」

　落ち込んだ様子のリベルトに、アトリは慌てて手を左右に振った。

「そんなこと、気にしないでください。リベルトさまがお仕事好きなのは理解しているつもりですから。ただ……疲れてソファでそのまま眠ってしまったり、食事も十分にとられていなかったりする様子をみていると、体を壊されないか心配だっただけで……。食べ物だっておいしいほうがいいだろうと、勝手に気を遣っただけですので……」

「そんなに謙遜しなくていい。アトリは優しい。そういうところがいいと思う」

「あ、ありがとうございます」

　アトリはお礼を言いながら、小首を傾げた。

（なんだか、リベルトさまの雰囲気が変わった気がするわ。単純に話す機会が増えたからかしら？　それにしても、とても感謝されるし、感情表現が豊かになっている……ような気がするわ）

　アトリの想像するリベルトは、冷静でいつも余裕のある男性であった。

　それが事故後からどうも変わってしまったようだ。

　その様子に戸惑いながらも、夕食の時間はすぎていった。

　湯浴みを終え、寝室へ向かうアトリの足取りは重かった。いつもなら湯浴みの後は自分の時間を過ごしているのだが、今日からはリベルトがいる。それになにより、以前のリベルトなら何気ない会話でよかったが今は様子が違う。どう接していいかわからないでいた。

（キッチンでのことも、気になるわ……。あれは、どういう意味なのかしら……）

　思い出すのは髪にキスをされたこと。顔が熱くなったアトリは、手で冷ますようにあおぐ。

　寝室の扉を開くと、ソファに座るリベルトの後ろ姿が見えた。

　振り返らないリベルトをアトリは不思議に思いながら、近づいていくとどうやら眠っているようだ。しゃがみこみ、寝顔をじっくりと見つめる。

（眠っているわ。疲れていらっしゃるのね。当たり前だわ。昨日まで入院していたんだもの）

　リベルトの右手を見た。

　右腕の傷口はアトリの魔法で治したが、手首から指先にかけてしびれるように痛むとリベルトは言っていた。医者からは一週間ほどで動かせるようになるが、しびれは残るかもしれないと言われたそうだ。

　アトリの魔法は、彼女自身も詳しい効果を把握していない。

　小さな傷口を治せることはわかるが、それ以上のことは知らないのだ。試そうとも思わなかった。両親や、兄の心配する視線がアトリを臆病にさせていた。できるなら、魔法は使えなくなったと思って生活したかった。

　猫を治療したときは、出来心だった。誰も見ていないと思っていた。

　だが、リベルトの事故は予想外だ。

（でも……私は間違ったことをしていないわ）

　目の前でリベルトが寝息をたてている。もし、あのとき選択を間違えれば、彼はこの世にいないかもしれない。

　リベルトが助かったことが、アトリにとって心震えるほどうれしかった。

　魔法を使ったときのことを思い出すと怖い。町の人たちに、どんなふうに見られただろう。あのときは魔法を使うことに必死で、考えないようにしていたけれど、冷静になるといろいろ想像してしまい、アトリの表情は曇る。

　魔法を使ったことに対する勇気は誇りたい。だが、今になって周りの評価が怖くなった。リベルトはアトリを受け入れてくれたが、町の人たちの目にどう見えたのかはわからない。

（そういえば……退院するときにリベルトさまは人目を避けるように病院を出たわ）

　退院の日、わざわざ夜に、裏口から出たことを思い出す。

（変わったように感じていたけれど……リベルトさまってどんなときも気が利いて、優しい人なのよね……）

　ふと、結婚式で転びそうになったところを抱き留められたことを思い出して笑った。

　アトリは立ち上がり、ソファの背もたれにかかった大きめの膝かけをリベルトにかけようとした。

　その手を、リベルトに掴まれる。

　アトリは驚き、膝かけを落としてしまった。

「リベルトさま、起きていたのですね」

「いや、さっきまで本当に寝ていたよ。そういえば、以前もソファで眠っていた俺に膝かけをかけてくれていたな」

　リベルトが手を離したので、アトリは落ちた膝かけを拾い、埃をはたいた。

「……そうでしたか？」

　指摘されたが、アトリは思い出せなかった。

　だが、もしリベルトがソファで眠っていたならそうしただろうと思う。アトリにとって、誰かに優しくするのは当たり前のことだ。

「ああ。今思えば、そういう優しさも愛しいと思う」

　恥ずかしげもなく口にするリベルトを、アトリはまじまじと見つめた。

　特ににからかって言っているそぶりもない。

「あ、あの、今日は急にどうされたのですか？　その、す、好きだと言ったり、キスしたり……」

　アトリは恥ずかしさから、語尾が小さくなっていく。

　リベルトはその様子を見て、キョトンとした。

「もしかして、キッチンでのことが伝わっていなかったのか？」

　アトリは顔を赤くさせ、頷いた。

「まあ、あのときは人の目もあったしな。……アトリ、俺の隣に座ってくれ」

「は、はい」

　アトリは不思議に思いつつも、言われた通りにリベルトの隣に少し間隔を空けて座った。

　見つめ合うと、アトリの胸はドキリと鳴る。リベルトの澄んだ空のような青い瞳は目をそらしたくなるほどきれいだった。

「伝わっていないようだから、改めて言おう。俺は、アトリのことが好きだ」

「そ、その好きというのは……恋愛の……？」

　リベルトは頷いた。

「そうだ。結婚をする以前の俺は、恋や愛などくだらないと思っていた。俺の両親は早くに亡くなって、俺は若くして爵位を継ぐことになった。父のように、町を豊かにしよう。町で暮らす人たちを幸せにしたい。その一心でがんばってきた。だが、俺はなにも見えていなかったようだ。君の優しさに甘えていた。支えてくれていることをいいことに、それを当然だと思っていた……。俺がこうやって仕事に打ち込めるのは君のおかげでもあるのに。君をないがしろにしながら、町の人たちの幸せを願うなんて、どうかしてるよな」

　アトリは慌てて首を左右に振った。

「そんなことありません！　すてきな考えだと思います。リベルトさまは言葉だけじゃない、実行する人です。だからこそ、この町の人たちはあなたのことを慕っているとサミさまにお聞きしました。どうかそんなに卑下なさらないでください」

　アトリは事故のことを思い出した。

　血に塗れたリベルトを囲む人たちは、みんな心配そうだった。今にも泣きそうな大人も、泣いてしまっている若い娘もいた。いつだったか、サミの言っていた言葉が本当なのだとわかった瞬間だった。

　それにリベルトの人柄も。

　サミに聞いたことであるが、子どもを助けるために起こった事故だったらしい。

（本当に……立派な人だわ）

　アトリは少し表情の曇ったリベルトを元気づけるために明るい声を心がけて、口を開く。

「それに、私のことはいいのです。もともと、お互い利害が一致した色恋のない結婚ではないですか」

　しかし、リベルトの表情は明るくはならなかった。

　リベルトは熱っぽい視線でアトリを見つめ、手を握った。そのままアトリのほうへ身を傾ける。アトリは驚いて距離をとろうとしたが、体勢を崩しソファの肘置きにもたれかかった。

「だが、俺は好きになってしまった」

　キッチンのときに囁かれたような低い声に、アトリの胸は高鳴った。

　青い瞳に見つめられ、声も出ず、目もそらせない。

　リベルトの薄い唇が再び開く。

「自分から結婚の条件を出して、覆すなんて身勝手も承知だ。だが、もう以前の俺には戻れない。アトリは……アトリは俺のことをどう思う？　身勝手な男だと軽蔑するか？」

　真剣なリベルトの視線に、アトリは息を飲む。緊張で、口の中が乾いて声を出すのがやっとだ。

「け、軽蔑なんて、しません。尊敬は、しています。ただ……」

「ただ？」

「リベルトさまが覚えているかどうかわかりませんが……私は恋をしたことがありません。嫁ぐまで、歳の近い異性は兄しかいなかったので……。私から見て、リベルトさまは本当に尊敬できる方です。趣味も、魔法も受け入れてもらえて、こんなにすてきなパートナーはいません。好意を持っていただくのも、光栄です。でも……私は恋がわからない」

　アトリは言葉を選びながら話した。ぽつりぽつりと話す姿を、リベルトは黙って聞いてくれていた。

　リベルトに握られた手を、アトリはもう片方の手で包む。

「私は、恋愛について本で読んだ知識しかありません。物語の中で、恋愛は想い想われるものだと知りました。でも私はリベルトさまと同じだけの気持ちを返せません……」

「それは……俺のことを嫌いだから、というわけではないんだな？　恋愛がわからないだけ、ということで間違いないだろうか」

　リベルトの優しい言葉に、こくりこくりと頷いた。

　アトリのしぐさに、彼はホッとしたように息をつく。

「よかった。てっきり『話が違う、そういうことなら一緒にいられない』と言われるのかと思った。……アトリの気持ちはわかった。恋愛は想い、想われるもの。たしかにそうかもしれない。だが、今はただ、俺の気持ちを受け取って欲しい。迷惑だと感じたら、素直に言ってくれてかまわない」

「迷惑だなんて……そんな……」

「いいや、それも大事なことだ。お互い育った環境も、考え方も違う。俺は恋愛を煩わしいと思ったことはあっても、知らないという気持ちがわからない。だから、俺の気持ちが重すぎて、アトリの負担になりたくない。いやなことは言ってほしい」

　そう告げられ、アトリは彼の言葉について考えた。

　彼の整った容姿なら、どこにいても声をかけられるだろう。のどかな山間で育ったアトリとは違う。社交界などに顔を出せば、きっと女性から想われることもあるはずだ。

（リベルトさまが恋を煩わしいと感じる気持ちが、私にはわからない。それと同じようにリベルトさまも、私の気持ちはわからないんだわ。……でも、わかろうとしてくださる。理解しようと歩み寄ってくれているんだわ）

「いやだと言わなくてはいけない理由はわかりました。ですが……やはり、リベルトさまを前にすると言えなくなってしまいそうです」

　アトリは顔を背ける。

　リベルトの青い目に見つめられ、なにかお願いをされたとしたら、アトリはよっぽどのことがない限り受け入れてしまいそうだと思ったからだ。

「それは困るな」

　リベルトの言葉に、アトリは再び彼を見た。

「困る、ですか？」

「拒否されないのだとしたら、俺はきっと止まれなくなる。そのままアトリに嫌われてしまうかもしれない」

「……嫌われるようなことをするのですか？」

　アトリの瞳が揺れる。

「それはわからない。だから、いやなことは拒否してくれないと……。いやだと言えないなら、許可してくれ」

「許可……ですか？」

「そうだ。たとえば……俺はアトリにキスがしたい。してもいいだろうか？」

　リベルトの言葉に、アトリは納得した。

（なるほど、これならたしかに私でも返事ができそうだわ。言葉にしなくても、だめなら首をふるだけでもいい。断ることに、良心が痛まないわ）

「そういうことならわかりました」

　アトリがほほ笑むと、リベルトが近づき押し倒すようにキスをした。

　どういうことかわからず、アトリは目を白黒させる。

　抗議しようと開いた口に、リベルトの舌が滑り込んできた。

（えっ……）

　目をつむっている間に終わった、いつかのファーストキスとは違う。

　逃げたくても押し倒された状態から身動きがとれなかった。

　ぬるりとした舌が強引に絡められる。

　アトリの心に駆けめぐる、恐怖と知らない感覚。

（……怖い！）

　強引にされているのに少し気持ちよいと感じてしまう。その心の変化がアトリにとって恐ろしかった。

「いや！」

　気がつくとリベルトを押しのけ叫んでいた。

　こんなに大きな声を出したことがない。

　押されて後ろにのけぞったリベルト以上に、叫んだアトリのほうが驚いていた。

「わ、私が『わかりました』と言ったのは、許可をすることにたいしてです。キスをしてもいいという許可ではありません」

　アトリは自分の気持ちに戸惑いながら、それを押し隠すように早口で告げた。

「……すまない。少し意地悪をしてしまった。だが、いやなことがあれば今のように拒否してくれていいんだ」

　アトリはリベルトを見たままムッとした。

　その様子に、リベルトは眉尻を下げる。

「アトリ、悪かった。機嫌をなおしてくれ」

　こんな表情を見たことがないアトリは、肩を落とした。許さない、なんて言えなかった。

「……わかりました。でも、今後、こういう騙すようなことはしないでください」

　リベルトの表情はパッと明るくなる。

「ああ、わかった。もう絶対にしない」

　リベルトはそのまま、アトリの手に触れた。

「アトリ、誓いのキスを手にしてもいいだろうか？」

　さっそくの問いかけにアトリは戸惑う。

（手の……甲になら……）

　アトリがおどおどしながら頷くと、リベルトはそのまま、手の甲に自身の柔らかい唇を押し当てた。

（あの唇が……さっきまで、私に……）

　そう思うと、アトリの頬が真っ赤に染まる。

　顔を上げたリベルトがほほ笑んだ。

「好きだよ、アトリ」

　美しい顔で愛を囁くリベルトを見ながら、アトリの胸はどきどきと鳴っていた。

（私にも……いつか恋がわかるときがくるのかしら……）

　結婚して以来初めて、夫婦としての距離が近くなった。










　翌日。午後の昼下がり。

　テラスでアトリとリベルトはバラ園を眺めながらお茶を飲んでいた。

　お茶請けにはアトリがシェフから教わって作ったクッキーが並んでいる。

　そのお礼と言い、紅茶はリベルトが淹れてくれた。

　彼はコーヒーよりも紅茶派らしく、普段からそのときの気分で茶葉を選んで自分で淹れているそうだ。

　アトリからお茶に誘ったのだが、リベルトは上機嫌で珍しい茶葉を持ってきてくれた。こだわっているだけあって、それはアトリが今まで飲んだ中で一番おいしい紅茶であった。

　昨日の夜のキスは驚いたが、今は普通に話せている。

　リベルトとの会話は楽しかった。

　主には町の話だ。

　最近若い娘の間で流行っているお菓子の話、一昨年町へきたサーカスの話など。

　リベルトの話を聞いていると、統治している町のことが好きなのだなという気持ちが伝わってくる。

　だが、アトリは途中から話に集中できなくなっていた。

　サミがテラスへやってきたからだ。

　しかし、リベルトは無視しているようだった。仕方がないので、話が一区切りついたところでアトリが口を開く。

「あのー、そろそろ、サミさまのお話を聞いてあげてもいいのではないでしょうか……」

「そうですよ。気付いているのに無視されるのは傷つきます！」

　便乗するサミに、リベルトはじっとりとした視線を向ける。

「俺も今、大事な時間を邪魔されているところだが。……で、どうかしたのか？　話しかけられるまで待っていられるんだから、急ぎの用ではないのだろう？」

「ええ、まあ。一部の書類に目を通していただきたくて」

　サミは嫌味をものともせず、抱えていた書類を手渡した。

　先ほどまで楽しく話していたリベルトも一変、書類を手にすると仕事の表情に変わる。

「ああ……これか」

　書類を読み、集中しているリベルトをアトリはまじまじと見つめた。普段、仕事をしているリベルトの姿を見る機会はない。今までは仕事を終えたあとの、疲れ果てた様子しか見たことがなかったのだ。

（お仕事のときは、ああいう表情をなさるのね……）

　リベルトに見惚れていたアトリに、サミから手紙が手渡された。

「はい。夫人にはこちらをどうぞ」

「わ、私に？　誰かしら……。あら、差出人の名前がないわ」

　戸惑いながら受け取ると、書類を読んでいたリベルトが顔を上げた。

「サミ、変なものじゃないだろうな」

　疑われ、サミはリベルトに両手を振った。

「違いますよ、アリーネからです」

「アリーネが？」

　リベルトの驚いている様子に、アトリはサミに視線を向けた。

　アトリはその名前に覚えがない。

「その、アリーネさんという方がどうして私に？」

　サミは愛想よく、目元を細めた。

「夫人が、リベルトを救ったからですよ。アリーネはリベルトが馬車の事故から救った女の子です」

　サミに言われ、アトリはハッとした。

　倒れているリベルトを前に、アトリが魔法を使うべきか悩んでしまったときだ。

　女の子が泣きながら、自分のせいだと責める声にアトリは背中を押された。町の人たちにとって、なによりアトリにとってリベルトがどれほど大切な人かを思い出させてくれた。

　アトリは封筒を開けて便せんを取り出した。

　中にはつたない文字で『ありがとう』と書かれている。

（感謝したいのは……私のほうだわ……）

　アトリの涙腺がじわりと緩む。熱い涙を流しながら、アトリは便せんを大事そうに抱きしめた。

　サミは伺うように口を開く。

「アリーネは夫人に直接お礼が言いたいそうです」

　アトリは顔を上げ、サミを見る。

「ほ、本当ですか？　わ、私も、私も会いたいです！」

（会って、私もお礼が言いたいわ）

「夫人にそう言っていただけると、アリーネも喜ぶと思います」

　アトリの前向きな気持ちとは裏腹に、リベルトは不安そうな表情をしていた。

「アトリ……その、本当に会いたいのか？」

　尋ねるリベルトの真意が、アトリには伝わってくる。

（私は……町の人たちの前で魔法を使った……。手紙をくれた子は、子どもでしょうし、魔法も見ていないからこうやって手紙をくれたのかもしれない。だけど、他の人はどう思っているかなんてわからない……）

　アトリは悪い思考を振り払うように首を左右に振った。

　そうして顔を上げると、リベルトをまっすぐ見つめる。

「会いたいです。町に行って、この手紙をくれた子に会いたい。私もお礼が言いたい。たしかに……人に会うのは少し怖いです。他の人から見れば奇妙な魔法を使えるのも真実です。でも、私は領主の妻です。会いたいと言ってくれる町の人の願いを自分の保身のために拒むことはできません！」

　リベルトはそれを聞いて、一瞬驚いたような表情をしたが、口元を緩めて笑った。

「たしかにそうだな。町の人の願いは聞き入れなくては。……わかった。俺も同行しよう」

　リベルトがそう言ってくれて、アトリは少しうれしかった。

　少し強がりを言ったが、リベルトの肯定の言葉に少し誇らしい気持ちになれたのだ。

　その後、サミはリベルトと仕事の話を終えると屋敷を後にした。

「少し、庭でも歩きながら話さないか」

　二人きりになると、リベルトはそう言った。

　先ほどまで三人でにぎやかだっただけに、静かになってアトリの胸がドキリと跳ねる。

「……はい。歩きましょうか」

　立ち上がり、二人静かに庭へと歩を進める。

「アトリの先ほどの言葉……かっこいいと思ったよ」

　少し先を歩くリベルトが、小さな声で話す。

「そんなことありません。……少し虚勢もありました」

「それでもすごいさ。『領主の妻として』か……。その言葉がうれしかった。一方で、俺はまた間違った考え方をしていた。魔法に助けられ、病院で泣く君を見て、守りたいと思った。人前にアトリを出さなければ、誰にも傷つけられない。屋敷に閉じこめていれば、君を一生守れると思っていたんだよ。だが、俺の思考を、アトリは悠々と飛び越えていった。どうやら、その考え方は俺の独りよがりだったみたいだな」

「そんなことありません！」

　アトリは肩を落としたリベルトの背に言った。彼は振り返ると、驚いた表情でアトリを見つめている。

「リベルトさまの優しさが、うれしかったのです。私は……家族の中で一人だけ魔法が使えるがゆえ、過保護に育てられました。両親も兄も、必要以上に私を心配していました。幼いころの私でもそれはちゃんとわかって……。ありがたくもそれが苦痛で、とてもいやでした。でも、リベルトさまは違った。本当の私を知っても、受け入れて、抱きしめてくれた……。リベルトさまの優しさは、独りよがりなんかじゃありません。私は……あなたに支えられている。あなたがいてくれるからいい妻でありたいって思えるんです」

「アトリ……」

　リベルトの瞳が、少し潤む。そのままリベルトはアトリに一歩近づいた。

「今、君を抱きしめたい。いいか？」

　許可してくれと縋すがる瞳に、アトリは頬を染めながらも頷いた。

（私も、抱きしめられたい。リベルトさまの体温を感じたい）

　ふわりとリベルトがアトリを包むように抱きしめる。求めていた体温がアトリを包む。

（なんだか……安心するわ……）

　自然とアトリも手を伸ばし、リベルトを抱きしめていた。

　リベルトの背に手を添えると、彼はアトリの耳元で口を開く。

「アトリ、愛しいよ」

　その瞬間、アトリの穏やかだった鼓動が驚き跳ねた。

「は……離してください。も、もう抱きしめるのは終わりです」

　しかし、リベルトは手を離さなかった。包むように優しく抱きしめられていたが、リベルトの腕はたくましく、アトリが暴れてもびくともしない。

「アトリからも抱きしめてくれていただろう？」

　指摘されて、アトリは耳まで真っ赤にした。

「で、ですが、もう終わりです。お、お願い、離してください……」

（リベルトさまの、甘い声を聞くと……鼓動が早くなって体が耐えられないわ）

　震えるアトリを見て、リベルトは手を離した。

「仕方がないな。アトリには嫌われたくないし」

　そう言って先を歩くリベルトの背を見ながら、アトリは先ほどの自分の行動に戸惑っていた。

　抱きしめられて、自然にリベルトを抱きしめていた。

　アトリは自らの手のひらを見つめる。

（私……どうして、リベルトさまを抱きしめていたのかしら……。リベルトさまに告白されてから、私、なんだか変だわ）

　昨夜もキスをされ、自然と甘い声を上げてしまった。

　リベルトに求められれば、抱きしめられたいと思い、抱きしめかえしてしまう。

（恋愛って……なんだか怖い……）

　恋愛を知らないアトリには、体が反応してしまうことが怖かった。

　リベルトに触れられれば、うれしいと思い、愛を囁かれれば鼓動が速まる。

　それが、恋愛感情であることを、アトリはまだ気付けないでいた。










　手紙をくれたアリーネに会いにいくのは翌々日のこととなった。

　アトリとしてはすぐにでも会いにいきたかったのだが、心配するリベルトが安全を優先するために準備があると言い、先延ばしになったのだ。。

　仕方がないのでアトリは、アリーネにプレゼントをしようと手作りのお菓子やパンを作ることにした。お菓子やパンにはローズウェル家から届いた自慢の小麦粉をたっぷり使う。アリーネの両親にもあいさつするかもしれないと、手作りの野菜をピクルスにして瓶に詰めた。お菓子やパンも一つずつラッピングし、リボンを結んでかごバッグに入れる。

（喜んでくれるかしら……）

　アトリはアリーネの顔を知らない。

　手紙や、事故で聞いた泣き声から小さな女の子だろうということだけわかる。

（あの泣いていた声の子が――アリーネちゃんが、笑ってくれるとうれしいわ。そうして、リベルトさまが元気でいることを喜び合いたい。アリーネちゃんの泣き声に決心できたのよ、ありがとうと、言いたいわ）

　アトリはかごの蓋を閉めた。










　アリーネに会いにいく当日。

　アトリは水色のドレスに身を包み、大きなつばの白い帽子をかぶった。帽子には花とリボンがついている。

　帽子はリベルトが昨晩プレゼントしてくれたものだ。

　メイドたちに手伝ってもらいながらドレスを着て、アトリはリベルトが待つエントランスへ向かう。手には昨日用意したプレゼントの入ったかごを抱えていた。

　すでに準備を終えているリベルトの背に声をかける。

「すみません、お待たせしました。久しぶりの外出用ドレスに手間取ってしまいました……」

　振り返ったリベルトは、アトリの姿を見てほほ笑んだ。

「よく似合っている。……そのかごは？」

　アトリが抱えているかごを、リベルトは指さした。

「パンやクッキー、ケーキ、それに野菜のピクルスを瓶詰めしたものが入っています。アリーネちゃんにプレゼントしたくて気がついたらこんなにたくさん用意してしまいました。……喜んでくれるでしょうか？」

「喜んでくれるだろう。俺の妻が作るものはどれもおいしいからな。かごをこちらへ渡してくれ。俺が持とう」

　言われた通り、アトリがリベルトにかごを渡すとその重さに彼は苦笑した。

「結構重いな。愛が詰まっている」

　重いと言ったがリベルトは軽々とかごを片手で持ち、もう片方の手をアトリに差し出した。

「いこうか」

　その手が、繋ぐために差し出されたものなのだとアトリは気付いた。手を伸ばし、そっと握る。

「はい、いきましょう」

　屋敷を出て馬車に乗り、アリーネの家へ向かう。

　リベルトとしては、アリーネを屋敷に招くことも提案したのだが、サミが首を横に振った。

　なんでも、事故の日、馬車が崩れたときリベルトはアリーネを救おうと突き飛ばしてしまったらしい。そのときにアリーネは足をひねってしまい、軽い捻挫をしてしまったそうだ。よって、お見舞いもかねてアリーネの家へ向かうことになったのだ。

　馬車が町の中を進んでいく。

　アトリは帽子を深くかぶり、窓の外をみないように俯いた。

　しばらくすると馬車が止まる。アリーネの家へついたようだ。リベルトが先に出て、アトリへ手をさしのべる。

　リベルトにエスコートされながら馬車を降りると目の前に赤い屋根の小さな家があった。庭があり、大きな木の枝に手作りらしいブランコがある。

（ここにアリーネちゃんがいるのね）

　屋敷へ近づいていくと、玄関前に立っていたサミがアトリに向かって手を振った。

「どうぞ、中でアリーネが待っていますよ」

「は、はい」

　アトリはリベルトからかごを受け取ると、家のチャイムを鳴らした。

　中から女性が顔を出す。アトリとリベルトを見ると目を丸くした。

「サミさまからお聞きしていましたが、本当にお越しいただけるなんて……。アリーネの母です。どうぞ、中へ」

「アトリ・ミンシアです。あの、よかったら、これをみなさんで召し上がってください。……おじゃまします」

　アリーネの母はアトリの贈り物に喜び、アトリとリベルトを二階にあるアリーネの部屋まで案内してくれた。

「まだ少し足首が痛むみたいで、ベッドで安静にしていると思います。では、私はこれで……」

　アリーネの母はそう言うと会釈をしてその場を去った。

　アトリはアリーネの母にお礼を言い、姿が見えなくなると扉に向き直った。

「よ、よし……」

　気合いを入れるアトリを見て、リベルトは苦笑した。

「そんなに緊張するのなら、俺がノックをしようか」

「い、いいえ！　平気です！」

　リベルトの提案を押しのけ、アトリは震える手で扉をノックする。するとすぐにか細い声の返事があった。

「こ、こんにちは、アトリです」

　扉越しに声をかけると、ドタドタという足音がしてすぐに扉が開かれた。

　扉の隙間から小さな女の子が顔を覗かせる。アトリとリベルトを見ると、パッと表情が明るくなった。歳は十歳くらいだろうか。黒髪を肩まで伸ばしていて、白いワンピースを着ていた。

「ほ、本当にきてくれたんだ！」

　大きな声を出して少女は驚いたが、すぐにハッと我に返ったようで顔を赤らめた。

「ご、ごめんなさい。どうぞ、お入りください」

　アトリは少女の元気さに圧倒されたが、すぐに彼女の足を見た。右足首に包帯が巻かれている。

「どうか、そんなにかしこまらないで。普段通りに話してくれていいの。それで、あなたがアリーネちゃん？　足は大丈夫なの？」

　ドア越しに声をかけたときの足音から、走ってきたことがわかる。

　アトリに普段通り話していいと言われた女の子は少し落ち着いたようだった。アトリに頷いてみせる。

「は、はい、私がアリーネです。足は、平気。お母さんが大げさに言っているだけで、ほんの少しくじいただけなんです」

　まだ緊張の残る話し方をするアリーネを落ち着かせるためにアトリはほほ笑んだ。

「そうなのね。でも、走っちゃだめよ。悪化したらもっとお母さまを心配させてしまうわ。アリーネちゃんのお部屋に案内してくれる？」

　そう言うとアリーネは快く部屋に入れてくれた。

　アトリはアリーネを気遣い、ベッドへ入ることを促した。

「お姉さんが、領主さまのお嫁さん、なんですか？」

　ベッドに入るなり、アリーネはきらきらとした眼差しをアトリに向けた。

「そ、そう、アトリっていうのよ。よろしくね」

　お嫁さん、と投げかけられた言葉にアトリはビックリして一瞬頷くことを戸惑ってしまった。

　先ほどまで黙っていたリベルトがベッドに近づき、アリーネの頭を撫でる。

「アリーネ。さっきはくじいただけと言っていたが、ほかに痛むところはないか？」

　リベルトに頭を撫でられて、アリーネは気持ちよさそうに笑う。

「領主さまが助けてくれたから、大丈夫、でした。ありがとうございます」

「そうか、よかった。馬車が崩れたとき、救うためとはいえ押しのけて悪かったな。痛かっただろう」

　リベルトが謝ると、アリーネはそんなことはないと言うように首を横に振った。

　そうしてアリーネはアトリを見上げ、まっすぐ見つめた。

「アトリさま、領主さまを助けてくださって、ありがとうございます」

　まるで神に祈るようにアリーネは指を組む。

「そ、そんな、私は……」

　アトリは否定したい気持ちを抑え、ベッドに腰を下ろした。そして、指を組むアリーネの手を自らの手で包む。

「アリーネちゃん、お礼を言いたいのは私のほうだわ」

　アリーネはよくわからないと言うように首を傾げてみせた。アトリは言葉を続ける。

「怪我をして倒れているリベルトさまを見たとき、私、怖くてなにもできなかった。でも、アリーネちゃんの泣いている声を聞いて、我に返ったの。立ち止まってちゃだめだ。私にできることをしなくちゃって……。同時に、町の人にとってリベルトさまは大事な人なんだってことに気付いた。そして、私にとっても大事な人なんだって……。もし、なにもしないままだったら後悔するって思えたの」

「アトリさまは……領主さまのことが本当に好き、なんですね」

　アリーネのまっすぐな言葉に、アトリは顔を真っ赤にした。

　しかし、否定することもできず頷いた。

「そうね。リベルトさまのことをお慕いしているわ。……さあ、今日はもう休んでね。しっかり体を休めて、足を治してお母さまを安心させてあげて」

　アトリがほほ笑むと、アリーネは元気よく返事をした。

　アトリはアリーネの頭を撫でると、リベルトとともに部屋を後にする。

　扉を閉めると、リベルトがアトリを見た。

「子どもに慣れているんだな。見ていてほほ笑ましかったよ」

「ローズウェル家にいたときは、村の子どもたちの子守りもしていましたから。アリーネちゃんには会いたかったんです。事故で心が傷ついていないか、心配でしたから……。でも元気そうでなによりです」

「そうだな。それで……俺の見間違いだったらすまないが、もしかしてアリーネに魔法を使ったか？」

　リベルトはアトリ以外に聞こえないように小さな声で言った。

　指摘され、アトリは肩をぴくりと震わせる。

　アトリがアリーネのベッドに腰を下ろしたとき、少しだけ足に触れて魔法を使ったのだ。アリーネには見えないようにしていたが、立っていたリベルトには見えたらしい。

「は、はい。あまりにも元気な子だったので……捻挫が悪化してはいけないと思い、ほんの少しだけ……」

「そうか。魔法を使えるとは聞いていたが……アトリの手が光ったところを見て、俺はビックリしたぞ。だが、あまりむやみやたらに使うのはよくない」

「はい……すみません」

　肩を落としたアトリに、リベルトはほほ笑む。

「別に責めているわけじゃないんだ。サミから聞いたんだが、俺を助けたとき、疲労でアトリも倒れたんだろう？　また倒れたらと心配しているんだ」

「……ありがとうございます」

「そんなに落ち込むな。アトリがやったことは立派なことだ。さ、屋敷へ戻ろう」

　リベルトは自然に、アトリの手をとった。

（手の温もりや、優しさがうれしいわ……。リベルトさまは、私のことを肯定してくれる。私の行動は間違っていないって言ってくれる。この人といるだけで、誇らしい気持ちになれるわ）

　アトリはリベルトに連れられ、アリーネの家からでようとした。

　しかし、不思議なことに家の中にアリーネの母はいない。

「一言、あいさつしてから帰ろうと思ったのだけれど……」

「いないのなら仕方がない。急な用で出かけたのかもしれないしな。サミに伝言を頼んで俺たちは屋敷へ戻ろう」

「はい」

　アトリは返事をしながらも少し残念に思った。

　アリーネの母とも少し話してみたかったからだ。パンやクッキー、ピクルスの説明もしたかったのだ。

　家を出ようと、アトリが玄関扉を開けたときだ。庭にたくさんの人が立っていた。

　アトリは驚き、思わず後ずさる。代わりにリベルトが前へ出た。

「いったいどうしたんだ。町の住民、ほとんどがいるじゃないか」

　リベルトもこの状態がわからないらしく慌てている。とにかく、アトリを守ろうと背の後ろに隠す。

「すみません、みんながどうしても夫人を一目見たいと言っていて……」

　そう申し訳なさそうに出てきたのはサミだった。

　リベルトは眉を寄せ、荒々しく「どういうことだ？」と返した。

　しかし、サミが答える前に、住民の一人がアトリたちを指さした。

「領主さまと、後ろに隠れていらっしゃるのが聖女さまだわ！」

「聖女さま、一目でいいから見たいなあ」

「領主さま、お怪我は治ったのね。よかった！」

　住民は口々に話している。

　リベルトも戸惑い、もう一度サミを見た。

「聖女とは、もしかしてアトリのことか？　そういえば、事故の後、お前が住民と話をつけたと言っていたが、もしかしてこれのことか？」

　リベルトに問われ、サミは困ったように頭を掻いた。

「俺もとっさのことで、どう説明すればいいかわからなくて。ただ、話が変なふうに広がるくらいなら、いっそ『聖女』の妻が領主を救ったと言ったほうが聞こえはいいかと思ったんです……。あ、もちろん住民には、魔法は町の秘密で、外では話さないようにっていうことは徹底しているんですけど」

　話を聞いて、リベルトは深く溜め息をついた。

「たしかに、俺もアトリも意識を失っていてサミに任せるしかなかったが……。これはどうしたものか」

　リベルトは困り果てているようだったが、アトリは違う。

　扉を開けたとき、たくさんの人がいて驚き、恐怖で心臓が掴まれたように痛かった。

　魔法という得体の知れないものを、町の人たちにどのように見られているか怖かった。出ていくと石を投げられるのではないかと、ありとあらゆる妄想がアトリを支配していた。

　だが、現実は違った。

　リベルトの背からちらりと顔を覗かせると、町の人たちはみんな笑い合い、アトリを一目みたいと駆けつけてくれたことがわかる。

（化け物や魔女と言われるよりもずっといい……）

　アトリはリベルトの服の裾を引いた。

「リベルトさま、私は大丈夫です。みんなの前に出ましょう」

　アトリは柔らかく笑った。

「しかし、この人の数では……」

「私は平気です。町の人たちの雰囲気も悪くありませんし、敵意はないように思います。リベルトさまの容態を心配している声もありますし、ここは堂々と馬車まで移動しましょう」

「わかった。……何かあれば俺が命に代えても守る」

　アトリはリベルトの腕に自らの手を控えめに添えた。

　二人は堂々と背を伸ばし、町の人々にほほ笑みながら馬車まで歩いていく。

　人々は二人に手を振り、歓声を上げる。その中には領主であるリベルトの回復を喜ぶ声や、アトリが町へ嫁いでくれたことを祝う声もあった。アトリは屋敷にこもりきりで、町の人たちが自分たちをどう思っているかなど、知る由もなかった。

（こんなにも町の人たちに受け入れてもらえるだなんて……。リベルトさまの妻になってよかった）

　二人が馬車に乗ろうとしたとき、かごを持った女の子が駆け寄ってきて小さなブーケをアトリに手渡した。

「聖女さま、また町へ遊びにきてくださいね」

　女の子がにっこりと笑顔にアトリは思わず動きを止めた。腕を組んでいたリベルトから離れ、女の子に向き直ると、目線を合わせるためにかがむ。

「ありがとう。とってもうれしいわ」

　アトリはブーケを受け取ると、立ち上がって人々にも控えめに手を振り、馬車へ乗りこんだ。

　扉が閉まると、馬車が動き始める。

　緊張から解放されると、疲れがやってきた。

「すまないな、俺も知らなかったとはいえ、驚かせてしまった。サミにはきつく、注意しておく」

　向かいに座ったリベルトが申し訳なさそうに眉尻を下げていた。

　アトリはもらったブーケを見つめ、首を振った。

「いいえ……。驚きましたが、とてもうれしかったです。リベルトさまが守る町はとってもいいところなんですね……」

　言葉にすると、胸の中がじんわり熱くなっていく。アトリの頬に一粒の涙が伝った。

「アトリ……どうして泣いているんだ」

「すみません……この涙はうれしくて……」

　アトリはリベルトを心配させまいと手の甲で涙を拭ったが、次から次へと溢れてくる。

「わ、私……ずっと魔法がいやでした。幼いときは使えなくなればいいのにってずっと思っていました。リベルトさまを助けられたときに、初めて魔法に感謝しましたが、それでもやっぱり怖かった……。だから町の人たちに受け入れてもらえて、本当にうれしかったんです」

「そうか……。アトリ、隣に座ってもいいだろうか」

「は、はい。ですが、どうして？」

　アトリが答えると狭い馬車の中で、リベルトは立ち上がり隣に座る。

「君に寄り添いたくなったんだ」

　リベルトはアトリの腰に腕を回し、引き寄せた。アトリも自然にリベルトの肩に頭を預ける。

（心地がいいわ……）

　アトリの涙も止まり、鼓動もいつもの調子に戻っていった。

　窓の外に見えるのどかな町の風景にアトリは目を細める。

（リベルトさまがお仕事を大切にされる理由がよくわかるわ。こんなにもすてきな町なんですもの……）

「私も……町のためになにかできないかしら……」

　思っていたことが、口から出てしまっていた。

「アトリが望むなら、なんでもしてみればいい。よければ俺に相談してくれ。みんなもきっと喜ぶよ」

　二人は平和な景色にまどろみながら、穏やかなときを過ごした。










　翌日のことだ。

　早朝、サミが屋敷に慌てた様子でやってきた。

　楽しい朝食の時間を邪魔されたリベルトは怪訝な表情でサミを見る。

「朝から騒がしい。大事な二人の時間を邪魔しないでくれ」

「それが大変なんですよ」

　血相かいたサミの様子にリベルトもフォークとナイフを置いて向き直る。アトリも思わず息を飲んだ。

「いったいどうしたんだ」

「住民たちから、お菓子やパン、野菜がおいしいから作り方を教えてほしいと相談が相次いで……」

「お菓子やパンに野菜……？」

　リベルトの視線はアトリへと移る。

　二人が顔を見合わせていると、アトリが声を上げた。

「私が昨日、アリーネちゃんにプレゼントしたものだわ」

　サミがアトリの言葉に頷いた。

「そうなんです。アリーネの母が昨日、家の前に集まった住民たちに夫人から頂いたものだとわけたそうなんです。すると、今朝、どうしてももう一度食べたいという住民たちが俺の家に相談にきて……それが一人や二人じゃないんですよ。リベルトも療養中ですし、俺一人ではどうにも……」

「それなら、今日からでも俺が仕事に戻ろう。サミはそのまま住人への対応を頼む」

「対応と言われても……。それに、リベルトもまだ手がしびれるんじゃないんですか？」

　困った様子のサミを見て、アトリはひらめいた。

「リベルトさま、ご相談があるのです」

「どうした？」

「よければ……私にリベルトさまのお仕事を手伝わせてもらえませんか？」

「アトリが？」

　リベルトはアトリの申し出にとても驚いた様子だ。

「はい。私がリベルトさまの手の代わりになります。……それに、町の人たちへの対応も私に任せてもらえませんか？」

「それは構わないが、町の人たちへの対応というのは？」

「私がパンやお菓子の作り方をみんなに教えます。野菜や小麦の作り方も、ローズウェル家より種を手配し、教えます。すぐには全部できないかもしれません。町の人たちが私を求めてくれているのであれば、応えたいんです」

「アトリ……」

　心配そうに見つめるリベルトに、アトリは真剣な眼差しで見つめかえした。

「私はここへ嫁いでから、リベルトさまの邪魔にならないようひっそり暮らそうと思っていました。私の思いを汲んで結婚してくれたリベルトさまに尽くそうと……。ですが、私も町の人たちのことを好きになりました。受け入れてくれたことがとてもうれしかったんです。だから、私も何か貢献したい。町においしいお菓子やパンが増え、農業が発達すればもっと活気のあるいい場所になると思うんです」

　リベルトはアトリの言葉を静かに聞いていた。

　もう朝食を楽しんでいた先ほどまでの表情はなかった。いつか見た、書類に目を通す、仕事のときの表情だ。

　二人は見つめ合ったまま、沈黙した。リベルトの唇がかすかに動く。

「……わかった。たしかに、俺の手伝いをしてくれるのは助かる。それにアトリが住民に知恵を分け与えるというのも、町の発展になるだろう。領主として、反対する必要性は感じられないな」

「リベルトさま……」

　アトリはホッと胸をなで下ろした。

（うれしい。私、みんなの役に立てるのね）

　その傍らでリベルトはサミに次々と指示を出していった。

　仕事を与えられたサミが慌ただしく去り、また静かな朝食が戻ってくる。パンもスープもすっかり冷めてしまった。

　アトリとリベルトは視線を合わせる。

「アトリ、よかったのか。無理はさせていないか」

　リベルトの声は優しい。

「無理などしていません。私がしたくて、提案したのです。むしろうれしい気持ちでいっぱいです」

　明るい声でアトリは言ったが、リベルトの表情は曇っていた。

「俺は……正直なところ少し寂しい。君は考え行動し、正しい道を選んで歩いていく。思えば、出会ったときから君はそういう人だった。家族のために正しい道を模索して、一人でも行動する。幸せのほうへ歩いていってしまう」

「……私を買いかぶりすぎです」

　アトリはリベルトがなぜ寂しいと言ったのかわからなかった。

　リベルトは立ち上がり、アトリのほうへとやってきた。椅子に座ったアトリを、後ろから抱きしめる。アトリは突然のことに驚いたが、先ほどのリベルトの寂しそうな瞳に抵抗することはしなかった。背中に、リベルトの体温を感じたまま彼の声に耳を傾ける。

「買いかぶりなんかじゃない。俺にとって君はまぶしい。きっと君の行動は町の人々にたくさん感謝され、尊敬されるだろう。それは君を幸せにするだろうし、正しい選択だと俺にだってわかる。領主としても町の繁栄を思えば、反対する理由はない。……だが、俺は寂しいと思ってしまう。君は誰からも好かれる魅力的な女性だ。君がどこかにいってしまうんじゃないかと思うと不安になるんだ。この屋敷に閉じこめてしまいたいと思うほどに……」

　しかし、すぐにリベルトは明るい声で話し始める。

「すまない、柄にもなく弱気になってしまった」

　アトリにはリベルトの不安の意味が少しだけ理解できた。

　リベルトはアトリのことを好きだと告白した。しかし、アトリはそれに応えられなかった。素直な気持ちではあるが『わからない』と言って突き放してしまったのだ。

（不安に……なるわよね……。逆の立場なら、私もたぶんそう思う。でも……私はリベルトさまのことが、好きなのかしら？）

　自らに問いかけてみる。

　しかし未だに『好き』を理解できないでいた。

　それでも、リベルトを安心させたくてアトリはリベルトの手を握る。

「リベルトさま、私はどこにもいきません」

「アトリ……？」

　アトリは顔を上げ、後ろから抱きしめているリベルトを見た。驚いた表情の彼を見つめる。

「どこにもいきませんから、私の気持ちをもう少し待ってもらえますか？　もっと好きについて、リベルトさまのことを真剣に考えたいのです。適当に、返事をしたくはないのです」

　アトリの言葉を聞いて、リベルトはほほ笑んだ。

　さきほどまでのしんみりとした空気はない。アトリもリベルトの表情に、少し安心する。

「どこにもいかない……か。その言い回しだと、いい返事を期待してもいいのか？」

「そうですね。……私の気持ちの問題なんだと思います。私にとって、リベルトさまは大事な存在です。とくに退院してからはお話をするのも、こうやって朝食を一緒にとるのも楽しいです。同じ時間を過ごしているだけで胸の奥が少し苦しくて、でもそれがいやじゃないんです。もっとこの不思議な気持ちを知りたい……。あなたともっといたいと思うのです」

　アトリを抱きしめるリベルトの腕に少し力が入る。

「それはもう……」

　リベルトが何かを言いかけてやめてしまった。しばらくして、言葉を続ける。

「いいや。それだけ聞けたら十分だ。いつまでも、君の返事を待とう」

「ありがとうございます」

　リベルトの腕に抱かれながら、アトリは恋とはどういうものなのか考えを巡らせた。










　恋について真剣に考える時間を与えられたアトリであったが、実際は息をつく暇もなくなってしまった。

　リベルトの仕事復帰への補佐と、町の人たちのための対応に追われる日々。

　空いた時間で両親に手紙を送り、種を送ってもらったり、料理教室を開くためにスケジュールを立てたりしていた。

　以前よりリベルトと過ごす時間は増えたが、話す内容といえば仕事の話ばかりで甘い雰囲気はない。

　そしてアトリの服装も変わっていく。

　以前は貴族の夫人らしい豪華なドレスを着ていたが、移動や土に触れる機会も多いため、装飾の少ないものを選ぶようになっていた。

　しかし、表情は屋敷でひとりきりだったころよりも、いきいきとしている。

　リベルトの外出時にはいつも数歩後ろをついて歩き、メモをとる。

　初めは慣れなかった補佐も、毎日続ければできることが増えていった。そうしているうちに、リベルトからも仕事仲間として信頼されるようになっていく。アトリにとって、それはなににも代えがたい幸せだった。

　忙しく動き回っていると一日があっという間にすぎていく。

　リベルトが仕事に復帰してから、二週間が経っていた。

　二人は畑を作る予定の土地を視察し終え、馬車に乗りこんだ。

「なかなかいい場所だったな」

　リベルトが馬車の扉を閉めながら言った。

「はい。使っていない空き地とお聞きしていましたが、雑草も生えていませんし、提供してくれたハワードさんには感謝しないといけませんね。ほかの方々も協力的で、助かります」

　アトリがにこやかに話すと、リベルトが口を緩める。

「アトリが町をよくしようと、努力していることをみんな知っているから協力してくれるんだ。……だが、あまり無理しないで欲しい。最近、夜も起きているんだろう」

「あ、お気付きでしたか……」

　指摘され、アトリは決まりが悪そうに苦笑する。

　結婚当初はゆくゆくは離れて寝ると言っていたが、今も変わらずベッドをともにしている。しかし最近のアトリはリベルトが眠ったことを確認すると、寝室をこっそりぬけだし、図書室で仕事の続きをしていた。

　新しいことを始めるのは大変で、時間がいくらあっても足りない。

　しかし、充実している毎日をアトリは謳歌していた。

「仕事の手伝いに、責任を持ってくれているのはわかる。だが、睡眠時間を削って体を壊しては、したいこともできなくなるだろう」

「……すみません」

「……以前の俺も、睡眠時間を削っていた。だから仕事をする楽しい気持ちもわかる。だが、不思議だな。アトリががんばっている姿を見て、とても心配になるんだ。以前、疲れて帰ってきた俺を心配そうに見つめていたアトリの気持ちがいまならわかるようになってきた」

「たしかに……眠るのも忘れるほどお仕事は楽しいですね。でも、言われて初めて私も以前の気持ちを思い出しました。心配をおかけしないように今日は早めにベッドに入ります」

「そうしてくれ」

　リベルトがほほ笑み、窓の外を見たとき身を乗り出した。

「すまない、馬車を止めてくれ。――アトリ、少し待っていてくれ」

「は、はい。どうしたのですか、急に……」

　しばらくして馬車が止まると、リベルトは慌てて降りていった。

　アトリも続くように馬車から出ようとすると、リベルトが倒れている女性に手をさしのべている姿が目に映った。

　アトリが知らない若い女性である。

　手には大きな荷物を持っていて、旅人のような装いをしている。

　リベルトが差し出した手を掴んで立ち上がり、話し声は聞こえないが会話をした後、女性は何度も会釈をして宿のある方角へ歩いていった。

　リベルトがアトリに気付き、近づいてくる。いつものように優しい表情で。

　だが、アトリの胸の奥はざわついていた。

（どうしてかしら……）

　胸の奥が黒いもやでうめつくされていく。

　なにがいやだったのか、心の中で整理した。

（突然リベルトさまが馬車を止めたから？　いいえ……あの女性はたぶん、転んで困っていたんだわ。リベルトさまは誰にだって優しいもの……）

　さきほどの女性のことを思い出す。

　リベルトに手をさしのべられて、頬を赤らめていた。

　手を躊躇なく掴んで熱っぽい瞳でリベルトを見つめていた。

（どうして、こんなに胸が苦しいの……。どうして、たったあれだけのことをいやだなんて思ってしまうの。私って、こんなにいやな女だったかしら……。知らない女性がリベルトさまに触れただけなのに）

　近づいてきたリベルトが、ぼーっとしたアトリの頬に触れた。

「どうした？　疲れたか？」

「い、いえ……」

「きっと疲れが溜まっているんだ。顔色が悪い。今日の予定は明日にして、もう屋敷へ帰ろう」

　リベルトは優しい声でアトリを諭す。

「で、ですが……」

「言っただろう。心配なんだ。今日くらい、ゆっくり休もう」

　リベルトの優しい言葉にアトリは戸惑いながらも頷いた。

（リベルトさまの優しさを……いつもみたいにうれしいと感じられない。誰にだって優しくしているんでしょ、そう思ってしまっている自分がいるわ。私、どうにかなってしまったの？　胸が苦しい……。こんな醜い私……嫌いだわ……）

　アトリはリベルトに促されるまま、馬車に戻っていった。

　動き出した馬車の中で、リベルトが先ほど助けた女性について話していたが、アトリは普段通りに会話することができないでいた。

　ただ頷き、苦笑いをする。

　アトリはリベルトと向き合いながら、胸の奥で燃える嫉妬の炎に胸を焦がし、痛みに戸惑っていた。










　馬車はリベルトの指示によって屋敷へと向かい、日があるうちに、少し早めの夕食を二人食べることとなった。

　リベルトはいつも通りであったが、アトリの胸のもやは晴れることはなかった。

　むしろ、黙っていると不安が膨れ上がり、夕食はなにを食べていてもおいしいと感じなかった。

　食事の後、鉛のように重い体を引きずって、なんとか湯浴みを終え、夜着に着替えて寝室へ向かった。寝室につくなり、倒れるようにベッドに体を預ける。ベッドのスプリングがギシリと音を立てた。

「はぁ……」

　思わず溜め息が漏れてしまう。

　アトリは末っ子であった。くわえて甘やかされて育った。ローズウェル家の領民は全体的に年齢が高い。若者は仕事を求めて村を出ていってしまうからだ。領民からアトリは溺愛されて育った。

　家族からも愛されていた。それが過保護であったとしても愛情は愛情だ。

　アトリにもなに不自由なく暮らしてきた自覚があった。

（リベルトさまが誰かに優しくしただけで拗ねるなんて……私ってば自分が思っている以上に子どもだったのね）

　くだらないことだと頭ではわかっていても、胸のもやが晴れる気配はない。

　部屋のドアがノックされた。アトリが身を起こして返事をすると扉が開きリベルトが顔を出した。

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイをはずしたリベルトはシャツの一番上のボタンをはずし、いつもはセットしている髪を下ろしていた。

「すまない、起こしたか？」

「いいえ。それよりもその瓶はなんですか？」

　アトリはリベルトが手に持っている瓶とグラスを見ていた。

「果実酒だ。アトリも飲むか？」

「少し、いただきます」

「だと思ってグラスを二つ持ってきてよかった」

　リベルトはほほ笑み、ソファに腰かけると小さなグラスにお酒を注ぐ。アトリも物珍しそうな表情で見つめ、ベッドからソファへ移動してリベルトの隣に腰を下ろした。

　部屋に甘い香りが立ちこめる。

「どうぞ」

「ありがとうございます。……いただきます」

　リベルトにグラスを差し出され、アトリは受け取ると口をつけた。

　フルーツの甘さとアルコールが喉を通っていく。

「あ、おいしい……」

　ボソリとアトリが呟くと、リベルトは小さなグラスに注いだ酒を一気に飲み干した。

「ああ、本当だな。今年はとくに出来がいい。この果実酒は町の名産品でな、毎年試飲を頼まれているんだ。アトリも喜んでいたと伝えておこう」

「そうだったのですね。大変おいしかったとお伝えください」

　アトリはリベルトのようには飲めないが、少しずつ味わう。二杯目のリベルトは次はゆっくり味を確かめるように飲んでいる。機嫌の良さそうなリベルトを見て、アトリは口を開いた。

「今日はすみません。気を遣わせてしまって……」

　肩をすくめるアトリに、リベルトは酒を飲む手を止めた。グラスをテーブルに置く。

「気にするな。誰だって不調なときはある」

　リベルトの優しい言葉に、アトリの思考は立ち止まる。

（不調、なのかしら。ただ、調子が悪いからこんなふうに考えてしまうの……？）

「……たしかに、調子が悪いのかもしれません。珍しく、マイナス思考になってしまうんです」

　心の奥に隠しておこうと思っていた言葉が、口からこぼれ落ちてしまう。

　飲み慣れない酒のせいか、アトリの不安定だった心がさらにもろくなっていた。

「なにを不安に思っているんだ？　俺に聞かせてくれ」

　リベルトの優しく強い口調に、思わずアトリの涙腺が緩んでしまう。涙声になりながらアトリは話した。

「リベルトさまが……今日、馬車から降りて女性を助けた姿を見て、いやだなって思ってしまったんです。誰にでもお優しいのは、いつものことなのに。こんなこと思ってしまう自分が恥ずかしい……。私はリベルトさまの妻に、ふさわしくないのかもしれない……そう思うととても悲しい気持ちになったんです」

　言い終えて、アトリはグラスに残った酒を一気に飲んだ。アルコールが喉を流れ、体が熱を帯びる。

「そうだったのか……」

　リベルトはどこか納得したように呟き、グラスを持つアトリの手に触れた。

「アトリ、そんなに自分を責める必要はない」

　そうして、アトリからグラスを取るとテーブルへ置いた。

　優しい声色で、リベルトは言葉を続ける。

「俺だって、いつも同じ気持ちだ。誰にでも平等に接するアトリの姿を見て、嫉妬している」

　アトリは顔を上げ、リベルトを見つめた。

「嫉妬、ですか？」

「ああ。サミや男女問わず、明るく接するアトリにいつも胸を焦がしている。抱きしめて、キスがしたい、自分の妻だと言ってやりたい。そういつも思っている。それはアトリが好きだからだ」

　リベルトの低い声に、甘い熱を感じる。身を引こうとしたがアトリの手は、リベルトにしっかりと握られていた。

「好き……ですか……」

「ああ、好きだから嫉妬する。縛れないとわかっていても、自分のものにしたくなる。アトリの視線がよそへ向いているのは気にくわない。だが、行動にはしない。好きな女性にそんな小さい男にも見られたくはないからな。……どうだ？　俺の気持ちを聞いてもまだ不安になるか？」

　アトリは頬を真っ赤にして、頭を振るう。リベルトから視線をそらし、俯いた。

「わ……私も、そうなのかもしれません。どうしようもないことなのに、子どものように拗ねて……。リベルトさまを私のものにしたかったのかも……。その、つまり、私も好きなのだと思います……」

（誰にたいしてもそう思うわけじゃない。リベルトさまだから、独占したいと思ってしまうんだわ。もしも、リベルトさまの気持ちが変わって、誰か別の人を好きだと告げられたら、私はきっと悲しい。……これが好きってことなのね）

　リベルトがアトリのほうへ体重をかける。

「アトリ、うれしいよ。やっと想いが通じた。俺は愛しい君とキスがしたい。かまわないか？」

　甘い囁きにアトリの顔は恥ずかしさで真っ赤になり、瞳は潤む。

　リベルトはアトリを見つめ、キスの許可を求めている。アトリが拒めば、リベルトはキスをしないだろう。

　だが、一度受け入れれば、触れるだけのキスで終わらないような雰囲気をアトリは感じていた。いつかの舌を絡めるキスをするのだろう。

（でも……嫌悪感はない。好きだと言われて、私だけを見つめてくれている。……求めてくれているんだわ。だから、私も応えたい）

　アトリは小さく頷き、目を閉じた。

　目の前にいるリベルトの顔が見えなくなる。

「……本当に君は可愛らしい」

　リベルトが呟く声が聞こえた後、アトリの唇に柔らかいものが触れた。

　それがリベルトの唇だとわかると、緊張から肩に力が入ってしまう。

　触れるだけのキスをして、すぐに唇が離れていってしまった。リベルトの小さく笑う声が聞こえ、アトリは思わず瞼を開いた。

　すぐ近くでリベルトが目を細めて愛おしそうに見つめている。

「アトリ、緊張しすぎだ。もっと肩の力を抜いて」

「は、恥ずかしくて……」

　しどろもどろに答えるアトリに、リベルトは再び笑った。

「じゃあ、目を開けていたほうがいい。目を閉じていたら雰囲気はでるが、なにをされるか怖くもあるだろ？」

「は、はい」

「別にアトリのことを食べようとしているわけじゃない。もっとリラックスして。できればキスを楽しんで」

「た、楽しむ、ですか？」

「そう、難しく考えなくていい」

　そう言うとリベルトはアトリに、キスをした。あいさつのようなすぐに離れていくキスだ。アトリは不意打ちに驚き、目を丸くした。

「な？　気持ちいいだろう？　俺は気持ちがいい」

　リベルトは再び軽いキスをする。

「た、たしかに、気持ちがいいかもしれません……。リベルトさまの唇が、柔らかくて気持ちがいいです。……それでもやっぱり、恥ずかしいですが」

「すぐに慣れる」

　リベルトは何度もキスをした。角度を変え、アトリの唇の感触をたしかめるように。

　回数を重ねるうちに、アトリも少しずつ慣れていく。

　アトリはされるがままにキスを受け入れ、次第に体の力が抜けていくような感覚を味わった。

（気持ちがふわふわしてくるわ。不思議な感じ……）

　瞳も次第に潤み、ぼーっとリベルトの顔を見つめる。

　リベルトはキスをしながら、アトリの体を倒し、覆い被さるようにキスを続けた。

「アトリ、舌を出して」

　リベルトからの突然の申し出にアトリはなにも考えることができず、言われた通りに舌を出した。

　すると、リベルトがアトリの小さな舌にキスをして口に含んだ。

（え……な、なに……）

　以前も舌を絡めるキスはした。

　だが、そのときはアトリの口内にリベルトの舌が押し込まれたのだ。

　今、アトリの舌はリベルトの口の中でていねいに愛撫されている。吸われ、舌と舌を絡め、時折リベルトの歯が当たるとヒヤリとする。

　リベルトはアトリのことを食べないと笑ったが、今まさに食べられているような錯覚に陥っていた。

　アトリの舌を味わうようにリベルトが吸うたび、頭の中が真っ白になり、なにも考えられなくなっていく。

（気持ちがいい……こんな感覚、私、知らない……）

　以前は恐れた快楽を、今では受け入れることができる。

　次第に、リベルトの舌がアトリの口内へ入っていったが、それも拒まず受け入れた。気付くと、アトリもリベルトの舌を追い、絡めるようになっていった。

「んっ……ぅ……」

　甘い声がアトリの口から自然と漏れる。

　キスに夢中だった。

　リベルトがふいにキスを止め、体を起こしたとき、寂しいと思ってしまうほど、そのキスは気持ちよかった。

　アトリは潤んだ瞳で、リベルトを見つめる。

　リベルトの薄い唇が開いた。

「アトリ、ベッドへ場所を移そうか」

　リベルトの提案に、アトリはキスの余韻で深く考えられず頷いた。

　頷いた様子を見て、リベルトは再びアトリに近づくと、軽々と抱き上げてしまった。

「えっ……」

　まさか小さな子どものように抱き上げられるとは思っていなかったアトリは慌ててリベルトの首に腕を回す。

　リベルトはそのままベッドに移動するとアトリを優しく下ろした。

「キスも、これからすることも、アトリだからしたいと思う。俺は一生、君を愛すよ」

　リベルトの言葉を聞いて、アトリはこれから行われることを理解した。

　アトリは今まで読んだ恋愛小説を思い出した。想いが通じ合って、キスをして、体を重ねる。今まで人を好きになったことのないアトリにとって、どこか遠くの話だと思っていた。

　以前ならば、知らない恐怖に怖じ気づいただろう。

　だが、今のアトリにとっては、恐怖よりもうれしさが上回っていた。

（うれしいわ……。好きな人が、目を見て、愛を囁いてくれる。私はなんて幸せ者なんだろう……）

　アトリは頷き、ほほ笑んだ。

「私も、リベルトさまを愛しています」










[image: ]










　リベルトもうれしそうにほほ笑み、アトリにキスをする。

　初めは触れるだけだったキスも、次第に深くなり、舌を絡め合う。お互いに求め、愛し合う。

　キスの最中、リベルトの手が、アトリの夜着に触れた。

　覚悟をしていたアトリだが、胸の膨らみにリベルトの手が触れたとき、自然と体が跳ねた。

「は、恥ずかしいです」

　アトリは顔を背けたが、リベルトは自らのシャツのボタンをはずして見せた。

「大丈夫、俺も脱ぐから。アトリのきれいな姿も見せてくれ」

　拒否する間もなく、アトリはリベルトの手によって、夜着も下着も脱がされてしまった。

　異性に裸を見られたのは初めてだ。

　アトリは胸元を手で隠し、両太ももを閉じる。

　初めはシャツのボタンをはずしていたリベルトだったが、裸になったのはアトリだけで、それがさらに羞恥を誘った。

「ほら……アトリ、隠さないで」

　リベルトのシャツが、アトリの肌に擦れるだけで裸だということを思い知らされるようで、体がゾクリと震えた。

　リベルトは胸元を隠すアトリの手にキスをする。

「い、いや……。んっ……」

　拒否を示すアトリであったが、手にキスをしていたリベルトが指の隙間に舌を這わせると、声を上げてしまった。その拍子に、手の力が緩み、リベルトにはがされてしまう。けして大きくはない胸があらわになる。

「きれいだ、アトリ。恥ずかしがらなくていい。俺しか見ていないんだから」

　そう言うと、リベルトはアトリの胸にキスをした。

「あっ……や……」

　か細く喘ぎながら、アトリは両太ももにさらに閉じる。

　キスをしたときから、体の変化を感じていた。

　舌を絡めるほど、下腹部に熱がこもり、秘部が潤んでいく。

　服をリベルトの手によって脱がされてからは、秘部から蜜が溢れ、太ももまで濡らしていた。それが堪らなく恥ずかしかったのだ。リベルトにはけして知られたくない。その一心で太ももを固く閉じていたが、リベルトの指が秘部に触れたとき、アトリは驚き思わず上体を起こすと身を引いた。再び、胸元を隠し、顔を真っ赤にする。

　そのとき、蜜がシーツまで伝っていたことに気付き、アトリは羞恥で泣きそうになった。

「す、すみません！　シーツが……」

　そこまで言った唇を、リベルトが塞いだ。

　舌をねじ込まれ、アトリは小さく甘い声を漏らす。リベルトの舌がアトリの口内を乱暴になで上げる。キスを終え、近い距離でリベルトが口を開く。

「……キスに感じてくれていたのか。うれしいものだな」

（感じる……？）

　アトリが不思議に思ったとき、リベルトの指が秘部をなぞった。

「あっ……」

　秘部を撫でられただけで、電流のような刺激がアトリの体を駆けめぐり、ひときわ高い声が出た。

　なにが起こったかわからず、ただリベルトを見つめた。

「アトリ、できるだけ優しくする。少しでも辛かったら、言ってくれ」

　その言葉の後、リベルトの指が濡れそぼった秘部に入ってきた。

「ひゃ……ぁあっ……」

　体の中に、指が入ってくる不思議な感覚にアトリは一瞬驚いた。腰を引こうとしたが、リベルトがアトリの太ももを開き、体を割り込ませていたので閉じることも引くこともできない。

　初めは控えめに秘部に入っていた指も、根本まで抵抗なく抜き差しされる。指は二本に増え、膣肉をほぐすように別々に動き始めた。水音が部屋に響きわたり、アトリをさらに羞恥へ追いやる。

　なにも考えられないほど、リベルトにキスをされ、舌を吸われた。秘部からは蜜が溢れ、膣肉をほぐすように指が行き来する。

　アトリはキスに応え、喘ぎ続けた。

　下腹部に熱がこもる。むずがゆいような、何かがはじけそうな、だが足りない感覚にアトリは喘ぐ。

（気持ちいい……気持ちいいけれど……苦しい）

　アトリがもっと別の何かを求めたとき、リベルトの指が秘部から引き抜かれた。

「……？」

　アトリはぼーっとリベルトを見つめていた。

　リベルトは背を向けたかと思うと、衣服を脱ぎ始めた。裸になり、再びアトリに向き直る。

　無駄な脂肪のない、美しい裸体だった。柔らかなアトリの体とは違い、引き締まっている。

　しかし、アトリの視線は初めて見る男性の陰茎に注がれた。

　腹につきそうなほど反り返っているそれを見ていると、リベルトが手で隠した。

「すまない、驚かせたな」

　リベルトはいつもの落ち着いた口調で話しているが、表情に余裕は感じられない。

　いつも白い頬は桃色に染まり、呼吸は少し荒かった。

　アトリは首を左右に振った。

「いいえ……。リベルトさまの裸、とてもきれいです。好きな方の裸はこんなにも愛おしいのですね」

　アトリは手を伸ばし、リベルトの腕に触れた。

　その手を、リベルトは手で包み込んだ。

「俺も、アトリのことが愛しい」

　そのまま、アトリに覆い被さるようにして抱きしめた。

　互いの肌が密着する。熱い陰茎が、アトリの腹に当てられた。

「アトリ、君と深く繋がりたい」

　どちらからともなく、キスをした。舌を絡めながら、リベルトはアトリの秘部に陰茎を当てる。つぷりと、陰茎の頭が秘部に入ってくる。

　ていねいにほぐされ、潤んだ秘部は陰茎を受け入れた。

「ぁあっ……」

　かき分けるように、アトリの中へ陰茎が入ってくる。

　ゆっくりと腰を突き進められるたび、アトリは甘い声を上げた。

　根本まで陰茎が収まるころには、アトリの声は少しかすれていた。

「アトリ……全部入った……」

　アトリの耳元でリベルトが呟いた。

　体の中に、リベルトを感じるとアトリの心は幸せで満たされていく。

　心も体も、好きな人と繋がれる喜びに涙する。

　涙に気付いたリベルトが上体を起こした。

「ど、どうしたんだ？　痛かったのか？」

　リベルトが腰を引こうとしたとき、アトリは手を伸ばし、彼の腕に触れた。

「ち、違うんです。幸せで……うれしくて」

「アトリ……。俺もうれしい。君に恋をして、やっと想いが通じたんだ。こんなに幸せなことはない」

　リベルトが、アトリの頬を伝う涙にキスをした。

　繋がったままアトリを抱きしめる。

「アトリ……君と本当の意味で家族になりたい。子どもを授かって、家庭を築きたい」

　リベルトが静かに呟いた。

　一度涙が引いたはずだったが、再びアトリの目が潤み始める。

「は……はい。私も、私もリベルトさまとの子どもが欲しいです」

　アトリは手を伸ばし、リベルトを抱きしめた。

　リベルトの腰がゆっくりと動き始める。陰茎が膣肉を擦るたび、アトリは涙を流しながら喘いだ。

「アトリ、愛している。君を、一生幸せにする」

　何度も耳元で愛を囁かれながら、アトリは快楽に溺れる。

　アトリが初めてを愛しい人に捧げたその夜は、今まで生きてきた中で一番幸せな日になった。

















第五章　リベルトは愛に悩む












　心が通じ合った二人の絆は、さらに深まっていった。

　一緒にいるだけで幸せを感じ、仕事においても信頼が増していく。

　アトリは町の人々と協力して畑を作り上げ、料理教室もオーリーと力を合わせていった。

　リベルトにいたっては、事故によって痺れた利き手もリハビリによって回復傾向にあり、仕事の内容もアトリの協力のおかげでよりよいものになっていた。

　二人は何事においても順調であった。

　満たされた生活の中で、愛を深め、信頼し合い、このままの幸せの中で暮らせると思っていた。

　結婚式からもうすぐ一年が経とうとしていたそんなある日、リベルトの元へ一通の手紙が届いた。

　アトリは料理教室の仕込みがあると言い、リベルトだけ先に屋敷へ戻った日のことだ。

　リベルトが屋敷に到着してすぐ、執事より手紙を手渡された。

　いつもなら書斎にまとめて置くように伝えているのだが、急ぎの手紙だと聞いて直接手渡されたのだ。差出人は名前だけ知っている程度の親戚だ。リベルトは不思議に思いながらも封を切り、便せんを取り出した。

　内容は、叔父であるシドの訃報であった。

　体調不良が悪化して、薬も効かず、そのまま息を引き取ったと綴られていた。

（そ、そんな、叔父さんが……）






　視界がぐらついて、気を抜くと膝から崩れ落ちてしまいそうだった。

　何度も手紙を読み返したが文面は変わらない。

　リベルトは執事に、寝室で少し休むということと、アトリが戻ったら自分の元へくるように言ってほしい、ということを伝えた。

　寝室につくなりソファに座り、手紙を伏せる。

　座ると、体の力が抜けていく。胸の中が悲しい感情でいっぱいになり、張り裂けそうだった。

（悲しい……とても悲しいはずなのに、涙はでないんだな……）

　リベルトは幼いときに両親を亡くした。

　そのときには、永眠する両親のベッドに顔を埋めて声が嗄れるまで泣いた。

　右も左もわからなくなり、財産と領地を手にした幼いリベルトを利用しようとした大人も多かった。

　そんな中、すべてを遮り、守ってくれたのがシドである。

　リベルトにとって、シドは育ての親同然だ。

　現実から逃避するように、宙を見つめているとシドとの思い出がよみがえる。両親の後を継げるように教育してくれたシドの存在をときに煩わしいと感じた日もあった。だが、大事だった。

　いつまでも独り身だったリベルトを気にかけるシドを安心させるために結婚だってした。

（体調が悪いだなんて、知らなかった。もっと、連絡をすればよかった。会いにいけばよかった。アトリと仲むつまじい姿を見せて、安心させてあげればよかった……）

　結婚して、領地をしっかり治めていればそれでいいと思っていた。

　しかし、手紙にはリベルトとアトリの心配を最後までしていたと書いてあった。

（俺はなんて……親不孝者なんだ）

　後悔は止まらない。

　しかし、どんなに思い悩んでも涙は流れなかった。

　ソファにもたれかかり、天井を見上げたまま目をつむった。

　そうしていると、扉がノックされた。返事をするとアトリが扉の隙間から顔を出している。視線を合わせると、アトリは心配そうな表情をした。

「屋敷へ戻ったら寝室へ向かうようにと聞いたのですが。……リベルトさま、いったいどうしたのですか？　お顔が真っ青ですよ？」

「ああ……この手紙を読んでくれ」

　リベルトはテーブルの上に伏せた手紙を手に取り、アトリのほうへ手渡した。

「……お手紙？」

　アトリは不思議そうに手紙を受け取るとさっそく読み始める。

　手紙を持つ手が震えだした。

「う……うそ……」

　途端、アトリはへたりと床に座り込み、声を殺しながら涙を流した。

「そ……そんな、シドさま……」

　リベルトは震えるアトリの肩に手を置いた。

「残念だが、本当のようだ」

　アトリの泣く姿を見て、リベルトは涙がでなかったことをよかったと思い直した。

（俺も泣いていてはアトリを慰めることができなかった。よかった。男の威厳というものを守れただろうか）

　涙を流していたアトリだが、拭いながらも立ち上がった。

「すみません……突然のことで、取り乱してしまって」

「……もう、大丈夫なのか？」

「大丈夫ではありませんが、辛いのは私だけではないので……」

　そう言うとアトリはリベルトを抱きしめた。アトリの細い腕がリベルトの背に腕を回している。しっかりと抱きしめられ、リベルトは突然のことに驚いてなにも言えなかった。

「私ばかり泣いて、申し訳ありません。リベルトさまは、もっとお辛いはず。だって……シドさまの話をするリベルトさまはいつも幸せそうだったから。だから、今にも泣きそうな顔で堪えなくていいんです。我慢しないでください。私たち、苦楽をともにする夫婦でしょう？」

　アトリの優しい声に、リベルトの感情が揺さぶられた。

　抱きしめてくるアトリの腕や体から、温もりを感じ、リベルト自身の心が冷え切っていることに気がついた。

（温かい……。人肌に触れて、こんなにも安心する日がくるなんてな……）

　リベルトの目元が熱を持つ。

「あ……」

　こぼれ落ちる声とともに、涙が頬を伝い、アトリの頭に落ちた。

「す、すまない」

　拭い、涙を止めようとしたが意志とは反して、次々に流れていく。

　アトリは顔を上げなかった。リベルトの胸に頬を押しつけ、しがみつくように彼の身体を抱きしめた。

「大丈夫です。私、顔を上げませんから」

　強く、優しいアトリの声色にリベルトは涙を拭うのをやめ、代わりに抱きしめた。鼻声混じりで話す。

「アトリ、ありがとう。君がいてくれて……君が俺の妻でいてくれて本当によかった。悲しみを、分かち合ってくれてありがとう」

　二人は、涙が止まるまで抱きしめ合っていた。

　それからしばらくすると、互いに目を真っ赤にしたままシドの屋敷へ向かう準備を始めた。衣服を着替え、馬車を手配する。

　屋敷へ向かう途中、サミに会い、葬儀に出席するため留守にする旨を伝えた。

　留守については了承してくれたサミであるが、夫婦ともに目を真っ赤にしているところを見て、サミが珍しく心配していた。

　リベルトはアトリと顔を見合わせ、肩を落として口を開いた。

「たしかにショックだ。当分立ち直れそうにない。だが、きっと大丈夫だ。俺には支えてくれる妻がいるから」

　リベルトは隣に立つアトリの手を握った。

　その様子を見て、サミは安心したようだ。

「そうですか。わかりました。気をつけて帰ってきてくださいね。それまで、仕事のことは俺に任せてください。夫人も……大変でしょうが、リベルトをお願いします」

　サミに話しかけられ、アトリは優しくほほ笑んだ。

「はい。留守の間、町のことをお願いします」

　リベルトとアトリは再び馬車に乗り、目的地であるシドの屋敷に着いたのは早朝のことであった。

　シドはその地域では有名な貿易商であり、資産家であった。

　早朝の朝靄に包まれる白い屋敷は、もの悲しそうにたたずんでいる。

　幼いころ、何度も屋敷に訪れたことのあるリベルトは顔なじみの使用人たちに出迎えられ、客室へ通された。向かう途中、ほかの馬車も屋敷へ到着しているのが廊下の窓から見えた。

　すると、アトリが足を止める。

「お兄さまだわ」

　見るとたしかに、馬車から降りてきたのはアトリの兄、ロイであった。

　窓の外をうれしそうに見つめるアトリに、リベルトは苦笑する。

（やはり家族の姿はうれしいか……。昨日の夜から、お互い悲しんでばかりいたから、少しでもアトリの表情が和らぐのは救われる気持ちになる）

　リベルトはアトリの肩に触れた。

「あいさつにいこうか。そこからつもる話もあるだろう。兄妹で話をしておいで」

「ありがとうございます」

　アトリがうれしそうにほほ笑むので、リベルトも安堵した。

　使用人に客間へは後でいくことを伝え、荷物だけ手渡した。そのまま玄関へ戻ると、ちょうど中へ入ってきた、アトリの兄、ロイ・ローズウェルと目があった。アトリは少し早足でロイの元へ向かう。

「お久しぶりです、お兄さま」

　アトリを見て、ロイは顔をほころばせる。

「アトリ、先に着いていたのか。元気だったか？　顔をよく見せてくれ」

　そう言って近づくと、ロイは、アトリの両頬を優しく包み込んだ。

　ロイは背が高く、銀髪に緑の瞳を持ち、ほほ笑むとアトリによく似ている。アトリとロイが並んでいると、妖精のようで絵になった。

（アトリに対して過保護で結婚相手をなかなか探さないと聞いていたが、その気になればすぐに見つかりそうだ。もっとも、その気がなかったんだろうが……）

　アトリの家族とは二度ほど会ったリベルトだが、そのときにはロイの過保護さを感じるほどではなかった。

　だが、ロイがふとリベルトを見る視線は冷たかった。

　アトリはそんなことに気付かず、明るい声でロイに話しかける。

「お母さまやお父さまはいらっしゃらないのですか？」

「父さまは体調を崩されていてね。母さまは付き添っている。訃報を聞いて、とても落ち込んでいたよ」

「そんな！　お父さまは大丈夫なのですか？」

　ロイは落ち着かせるようにアトリの頭を撫でた。

「大丈夫だよ。だけど、もう父さまも若くないからね。僕もそろそろ身を固めないと。――アトリ、よく見ると目の下に深いクマがある。眠っていないのかい？」

「あ、はい。シドさまが亡くなったと聞いてすぐに屋敷を出たので、あまり眠れなくて……。でも葬儀まで眠っていいと客間を用意していただきました」

「そうか。それなら、休んでおいで。眠そうだ」

「ですが……」

　名残惜しそうな表情のアトリを、ロイはクスリと笑った。

「少しリベルトくんとも話がしたいから。ね？」

　ロイに諭され、アトリは頷いた。

「わかりました。――リベルトさま、それでは客間で待っていますね」

　リベルトへ振り向いたアトリはそう言った。

「ああ。わかった」

　リベルトは突然ロイに話を振られて戸惑ったが、アトリに頷いて見せた。とくに気にも留める様子のないアトリはそのまま屋敷へ向かって歩いた。

（俺に話があるだなんてな）

　リベルトはなんとなく嫌な予感がしていた。

　もともと、アトリの家族に初めて会ったとき両親には結婚を賛成してもらえたが、ロイは快く思っていないようであった。アトリの幸せを思う両親が話を進めたため、ロイは仕方なく承諾したようにリベルトの目には映っていた。

　アトリが屋敷に戻るのを確認すると、ロイの柔和な表情に陰りが見えた。

「リベルトくん、アトリは迷惑をかけてはいないだろうか？　結婚生活は円満だろうか？」

　ロイの言葉は気遣うようで、どこかトゲトゲしく聞こえた。

　リベルトは心を落ち着け、なるべく優しい表情と声色で話す。

「迷惑だなんてそんな……。彼女は自分にはもったいないくらい、すてきな女性ですよ」

　リベルトの話を聞いて、ロイは表情を緩めて笑った。

「そうか、突然お節介なことを聞いて悪かったね。僕にとってアトリは、歳の離れた可愛い妹だから、どうしても気になってしまうんだよ。――だから、アトリがお見合いにいって帰ってきたと思ったら、君を連れてきたときは驚いたよ。そのまま、結婚してしまうなんて、あのときは想像もしなかった」

　リベルトはなんと言っていいのかわからず、乾いた笑い声で返した。ロイの声色はどんどんと暗くなっていく。

「正直なところ……僕は疑っていたんだよ。お見合いから帰ってきたあの日、アトリは君に一目惚れしたと言っていた。話していくうちに意気投合して、結婚を決めたと。だが、実際、君たちを見ると違和感しか抱かない。君たち二人の間に遠慮や距離を感じるんだ。それはアトリから時々届く手紙からも感じていた。だから僕はリベルトくんに兄として問いたい。君はアトリを愛しているか？」

「もちろん……」

　答えようとしたリベルトの言葉を、ロイは遮るように話を続ける。

「それならばなぜ、彼女の体を気遣わない？　君は彼女の疲労に気付いていたか？　葬儀があるにしても半日体を休めてからでもよかったのではないか？」

「それは……」

　言葉が続かなかった。

　アトリ自身がシドの屋敷へすぐにいくことを勧めた。リベルトはアトリが心身ともに疲労していることには気付いていたが、止めなかった。だが、少し休んでから向かうことだってできたはずだ。

　アトリはシドの屋敷へ早く到着したほうがいいだろうとリベルトを気遣い、リベルトはアトリが望むならそのまま向かっても大丈夫なのだろうと思った。

　お互いに一歩踏み出すことができず、気を遣い合っている。

　それは今回に限ったことだけではなかった。

　仕事や私生活でも、リベルトはそれを感じることがあった。

　だからこそ、ロイに『距離を感じる』と指摘されて強く否定できなかった。

「……すまない、リベルトくん。夫婦のことに口を出してしまったな……。僕もいろいろなことにショックを受けている。シドさまの死や、プレッシャーに。八つ当たりをしてしまった。許してくれ」

　ロイは溜め息をついた後にそう言って謝ったが、リベルトは愛想笑いを浮かべるだけであった。

「いえ……。気持ちは、お察しいたします」

「本当にすまない。僕も少し休ませてもらうことにする」

　屋敷へ向かうロイの背中を見ながら、リベルトの心は沈んでいた。

（愛しているか、か。俺は、アトリのことを愛していると言える。だが、アトリはどうだろうか？　わからない）

　もともと、愛のない結婚だった。

　最近ようやく想いが通じ合ったが、リベルトにはアトリの心の奥底まではわからない。

（アトリは……俺といて幸せなのだろうか。無理はさせていないだろうか）

　思い返せば、アトリにたくさんの無理を強いてきたようにリベルトは感じた。

　そうして恥じていた。

　彼女の兄の前で、愛していると胸を張って言えなかった自分を。

（言葉だけじゃない。俺は愛していると言いながら、彼女の体を気遣えなかった……）

　シドの死に誰もが傷ついていた。

　リベルトの不安定な心が、少しの言葉で崩れていくのは仕方がなかった。

















第六章　アトリは想い想われる












　アトリは、先に客間へ戻っていた。

　結婚してからは一度も両親や兄と顔を合わせてはいない。手紙は数ヶ月に一度のペースでやりとりしていたが、やはり顔を見るとうれしいという感情が溢れてしまった。

　それになにより、アトリは兄の言葉がうれしかった。

（お兄さま、自分の結婚のこと、真剣に考えてくれているんだわ）

　そのためにリベルトと結婚したと言っても過言ではなかった。

　一時はどうなるかと心配だった過保護の兄も、アトリの結婚を認め、自らの将来を真剣に考えてくれているとなれば、自立を急いだ甲斐もあったというものだ。

　しかし上機嫌なアトリとは裏腹に、客間へ戻ってきたリベルトは憔悴しているようだった。二人とも少し会話をした後、ベッドで仮眠を取るために横になった。

　アトリは、背を向けて眠るリベルトを見つめる。

（リベルトさま、とても疲れているように見えるわ。それもそうよね……。シドさまが亡くなって、一番傷ついているはずだもの）

　兄のロイと再会し、一時の笑顔を取り戻したアトリであったが、シドの死に対する悲しみは消えない。

　ローズウェル家の今後に思い悩み、結婚しなければいけないのではないかと考えたアトリの言葉を家族の誰も真剣に取り合ってくれなかった。両親も、兄も『アトリはそんなこと気にしなくていいんだよ』と優しく言うだけだった。以前から家族間で交流のあったシドだけが、アトリの言葉に耳を傾けてくれた。そうして、リベルトと出会わせてくれたのだ。

　シドに相談しなければ、リベルトとの結婚もできなかった。

　初めはどうなるかわからなかった結婚生活も、今ではアトリにとっては幸せでかけがえのないものだ。

（目をつむれば、結婚式の日、シドさまが誰よりも喜んでくれたことを思い出すわ……）

　アトリはシドに想いを馳せながら眠った。

　二人とも部屋の外の慌ただしさで目を覚ました。廊下で人が行き来し、話し声や時折泣き声も聞こえる。時計を見ると数時間眠れたようだ。

　アトリとリベルトも身だしなみを整え、客室を後にした。

　葬儀にはたくさんの人が駆けつけ、血の繋がりと、育てられた恩のあるリベルトがみんなの前で別れのあいさつをした。

　シドは惜しまれ、悲しまれながら見送られ、葬儀は無事終わった。

　シド亡き後、財産は親戚でわけるように遺書に記されていたようだ。

　葬儀後、帰る者もいる中でリベルトは親戚として遺品の確認があるため屋敷へ残ることになった。そのほかにも何名かの貴族はそのまま客間で一夜を過ごすこととなったようだ。その中でも遠方からきたロイも泊まっていったようであった。

　妻であるアトリも当然リベルトに付き添った。二人は悲しみにくれていたが、そんな中でも親戚との話し合いや今後についての確認事項が多く、涙を流す暇もなかった。

　二人があてがわれた客間に戻ってきたのは、深夜になってからだ。

　そのころにはアトリもぐったりして、ソファに腰をかけると動きたくなくなってしまった。

（大変だったけれど、リベルトさまの采配がよくて、明日には帰れそうだわ）

　まだ、書類に目を通していたリベルトがアトリの隣に座った。

　アトリはその真剣な横顔を見つめる。

　リベルトの美しい顔には疲労が窺えた。しかし、書類の文字を目で追う真剣な表情は妙に色っぽく映る。

　アトリは、仕事をしているときのリベルトの顔が好きだった。見つめられていることに気付いたリベルトは書類を置いた。

「どうかしたのか？」

「いえ、お疲れのようだったので心配で……。すみません、集中していたのにジロジロ見てしまって」

「いいんだ。最後の確認をしていただけだからな。それより……いろいろ付き合わせてしまって悪かったな。アトリも疲れただろう」

「そんなことありません。もちろん、疲れていないと言えば嘘になりますが、私はリベルトさまの妻ですもの。私にできることがあればなんだってするつもりです」

「そうか……。助かるよ」

　胸を張ってそう言ったアトリを、リベルトは一瞬悲しそうに見つめると、すぐに視線をそらした。

（え……？）

　アトリはその様子に違和感を覚える。

　リベルトの態度がただ疲れているだけとは感じられなかった。

（お兄さまと話をしてからだわ……）

　思い返せばロイと二人でなにを話したのか気になってくる。少なくとも楽しい話題であれば、話し終えた後、客間に戻ってきてから会話の内容を教えてくれるだろう。

　アトリはそっとリベルトの手を握った。

「リベルトさま、私の思い違いでしたら申し訳ございません。もし、悩みごとがあるのなら話していただけないでしょうか？」

　少しの沈黙の後、リベルトの薄い唇が開き、遠慮がちに話し始めた。

「悩みごと……なんてほどたいしたことじゃないんだ。少し、叔父の死で心が不安定になっているんだと思う。今日、君の兄と話して、心配されたよ。夫婦生活は円満か、と」

「そ、そんな、兄の言うことなんて気にしないでください」

　リベルトの腕をアトリは抱きしめた。そんなアトリのことを、リベルトは愛おしそうに見つめる。

「ありがとう」

　それでも遠慮がちにほほ笑む彼に、アトリは心配になった。

（どうしたら少しでも元気になってくれるかしら……）

　考え、アトリは立ち上がると、リベルトにキスをした。

「え……」

　アトリからの初めてのキスに困惑したリベルトが、目を白黒させる。

「リベルトさま、私はあなたを愛しています。兄の言葉は……気にしてしまうかもしれませんが、私のことを信じてください」

「……そうだな。アトリの言う通りだ。さっきのキスで目が覚めたよ」

　そう言うとリベルトに引き寄せられ、しばらく後ろから抱きしめられていた。

「アトリ」

　名前を呼ばれ振り返るとリベルトから触れるだけのキスをされ、受け入れた。

「俺の妻の言葉を信じるよ。俺も愛してる。さっきまでの不安が嘘みたいだ」

「ふふ。そう言ってくださるとうれしいです」

　ほほ笑むアトリの唇をリベルトが再びキスで塞ぐ。ついばむようにキスを繰り返し、次第にどちらからというわけでもなく舌を絡め始める。

　リベルトがアトリのほうへ体重をかけ、ソファへ押し倒す。唇が離れ、アトリは一瞬我に返り、覆い被さろうとするリベルトを手で制止しようとする。

「リベルトさま、これ以上はいけません。私たちのほかにも宿泊されている方がいるのですよ」

　しかしリベルトはそんなアトリの手を握り、指先にキスをした。

「これ以上、とは、どんなことだろう？」

「それは……あっ」

　アトリが話している途中で、リベルトは指先に舌を這わせた。思わず小さな悲鳴を上げたアトリは慌てて口をつぐむ。リベルトの赤い舌先が、アトリの指を這うように舐めたかと思うと、そのまま食べるように咥えてしまった。

「んっ……リベルトさま、やめてください。くすぐったいです……」

　リベルトの口の中は温かく、柔らかい。時折、わざと音を立てるように舐め、いやらしい音が響いた。敏感な指先を弄られ、アトリは恥ずかしさから顔を背ける。

「本当にくすぐったいだけか？」

　リベルトの真剣な、静かな声色に鼓膜がくすぐられる。

　アトリは問いに答えなかった。認めることが恥ずかしかったからだ。すでにアトリの下腹部は『これ以上』を望んで、熱を帯びていた。

（なにもかも見透かされているみたいで恥ずかしいわ……）

　リベルトが唇にキスするために覆い被さってきたとき、アトリの膝に熱く硬いものが当たった。

（私だけじゃないんだわ……。リベルトさまも同じ気持ちなのね）

　リベルトから続けてキスをされる。舌が入ってきて、アトリは応えるように絡めた。

「んっ……」

　上手く息ができず、鼻から声が抜けていく。夢中でキスを味わい、リベルトが離れていく。

「アトリ、ソファは狭いな。場所を移そうか」

　アトリが頷くと、リベルトはそのままアトリを抱きかかえ、ベッドへ連れていってくれる。そうしてアトリをゆっくり下ろすと、キスをしながら服を脱がせていく。リベルトも自らの服を脱ぎ、それでもアトリへの愛撫は欠かさない。首筋にキスをし、胸元を舌でくすぐる。

　アトリの熱は冷めない。羞恥を覚える間もないほど、愛撫とキスをされた。

　リベルトの指先が胸から臍へ下りていく。そうして太ももに触れると、手を止めてアトリを見つめた。

「やめてと言っていたが、体は期待していたようだな。太ももまで蜜が垂れている。ほら」

　見せつけるようにリベルトは太ももについた蜜をなぞる。指摘され、蜜のぬめりを刷り込まれるように撫でられると、アトリは羞恥から手で顔を覆った。

「や、やめてください。恥ずかしいです」

「そうか、ならもっと恥ずかしいことをしよう」

　そう言うとリベルトは起き上がりアトリの足もとに座った。

「えっ」

　思わず顔を覆っていた手をはずすと、リベルトがアトリの太ももを掴み、開こうとしていた。

「い、いやです。これ以上、恥ずかしいことは……！」

　アトリは上体を起こし、身をよじるとリベルトに背を向けた。しかし、後ろから抱きしめられてしまう。

「ああ、その体勢もいいな」

　秘部にリベルトの陰茎が当たった。潤んだ入り口に熱さと硬さが伝わってくる。

「ぁ……」

　ほんの少し、アトリが腰を沈めれば入ってしまいそうだ。初めて結ばれた夜を思い出す。繋がる愛しさ、達する気持ちよさから、アトリの心がリベルトを求めていた。

　耳元にリベルトの吐息がかかる。

「アトリ、入れてもいいだろうか……」

　悩ましげな声に、アトリは静かに頷いた。

　後ろから抱きしめられたまま、陰茎がアトリの中へ沈んでいく。十分に濡れそぼった秘部だが、慣らされていないため、押し広げられるとわずかに痛んだ。

　しかし、その痛みすら、膣壁が擦るたび甘い痺れに変わっていく。

「あっ……んっ……ぅ……」

　ゆっくりと進められ、アトリは切なげな声を漏らす。

「アトリ、あんまり声を出すと他の人に聞こえてしまうよ」

　リベルトに抱きしめられながらキスをした。アトリの甘い声を食べるように舌を絡めて深くキスをする。
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　陰茎がアトリの中へ収まったとき、リベルトはキスを止めた。

「アトリ、君のことを誰よりも幸せにするよ」

　耳元でそう告げられ、アトリの胸は幸せでいっぱいになっていった。

（私は……とても幸せだわ……）

　深く心も体も繋がった気がした。

（この幸せを守りたいわ）

　アトリはリベルトの熱を感じながらそう思った。










　翌朝、ロイが先に屋敷へ戻るということで、二人の客間へあいさつにやってきた。

　扉を開けたリベルトが中へと促したが、ロイは首を左右に振った。

「いいや。君たちの顔を見にきただけだから。忙しいだろうに、朝早くからすまないね」

　柔らかくほほ笑むロイに、アトリもリベルトの横に並んで立った。

「いいえ。私もお兄さまのお顔が見られてうれしいです。どうかお元気で。お父さまやお母さまによろしくお伝えくださいませ」

「わかった。――リベルトくんも、昨日は悪かったね。君も忙しいだろうが、無理をしないように」

「ありがとうございます。暇を作り、またローズウェル家に顔を出します」

　リベルトがそう言うとロイは表情を明るくさせた。昨日の発言を気にしていたようだ。

　そうして、ロイは帰っていった。

　アトリとリベルトは顔を見合わせた。

「リベルトさま、私の実家にきてくださるのですか？」

「ああ。ローズウェル家にはアトリを通じて協力をしてもらっている。改めて感謝したいからな」

「そう言ってくださるとうれしいです。きっと父も母も喜びます」

　声色を明るくしたアトリに、リベルトは苦笑する。

「そのためには屋敷へ戻ったら、溜まった仕事をなんとかしなくてはいけないな」

「そうですね！　お手伝いいたします」

「頼りになる妻だ」

　二人で見つめ合い、ほほ笑んだ。

　今、二人の間に憂いはなかった。

　苦しみも悲しみも乗り越え、尊敬し合っている。

　互いに愛情を感じていた。

















第七章　新しい息吹












　それから数年後、アトリはリベルトとの間に娘を授かった。

　名はレリーナ。

　リベルトのような金髪にハッとするような美しい碧眼を持ち、アトリに似た天真爛漫さで、一度も大きな病にかからず、六歳まで元気に育ってくれた。

　今もまた、畑に向かう途中でアトリの目を盗んで急に走り出したのだ。淡いピンク色のドレスが風でなびく。

「レリーナ、そんなに走ってはいけないわ！」

　アトリの制止も届かず、器用にも走りながら後ろを向いた。

「ですが、お母さま、私の蒔いた種から芽が出たんでしょ？　一刻も早く見たいんですもの！」

　しかし、レリーナは捕まえられ、ひょいと抱えられた。

「本当に元気な娘だ」

「お父さま！」

　レリーナを慣れた手つきで抱き上げたのはリベルトだ。

　いつかの冷たい表情ではない。娘を前に、優しくほほ笑んでいた。

「元気なのはいいことだが、ミンシア家の令嬢としてもう少しはお淑やかにしてもらえないものか」

　困ったように笑うリベルトに、レリーナは破顔する。

　そうしているうちにアトリが息を切らしながら走ってきた。

「や、やっと追いつきました。レリーナったら元気がすぎて困ります」

「誰に似たんだろうな」

「リベルトさまったら……！　私に似ているっておっしゃるのですか？」

　アトリは頬を膨らませたのち、リベルトと見つめ合い笑った。

　支え合い、幸せを分かち合う。本当の家族になったのだ。

　小さなレリーナには、二人が笑っている理由がわからず首を傾げた。

「お父さま、私、畑にいきたいのです。私の蒔いた種から芽が出たって町の人に聞いたから」

「そうだったのか。それなら、俺も一緒にいこう」

　家族三人で畑へ向かう。

　その途中、すれ違う町の人たちとあいさつをしながら歩いた。

　アトリとリベルトはすっかり町の顔だ。

　アトリが魔法を使えなくなっても、人々は変わらず聖女と呼んだ。恥ずかしいから止めて欲しいと町の人たちに言ったアトリであったが、すっかり定着してしまっている。

　それに、アトリがリベルトを手伝うようになってから、町がさらに豊かになった。

　農業が盛んになり、食文化も発達していった。とくにパンは柔らかくておいしいと、町の外でも噂されるほどだ。

　町の人にとって、優しくて聡明なアトリは魔法が使えなくとも聖女なのだ。

　畑が近づくと、抱きかかえられていたレリーナがリベルトの腕から飛び降りた。

「お、おい！　レリーナ！」

　慌てるリベルトに、レリーナは走り手を振った。

「お父さま、お母さま、早く、早く！」

　元気な娘に、リベルトとアトリは顔を見合わせて苦笑した。

「レリーナのやつ、芽が出たくらいで飛んだり跳ねたりして……。これから、花も咲いて実もなるだろうに。そのたびに大騒ぎされては困るな」

　リベルトは溜め息をつきながらそう言ったが、表情は幸福そうであった。

「あの子ったら、毎日泣いたり笑ったり忙しいですね。でも、元気でいてくれることがとてもうれしいです」

「そうだな」

　畑に着くと、一足先に到着したレリーナのしゃがみ込んでいる背中を発見した。

　リベルトが近づき、のぞき込む。

　そこには小さな双葉が顔を出していた。

「レリーナ、無事に芽を出してよかったな」

　レリーナは振り向くとにっこり笑った。

「はい！　もっともっと大きくなってほしいです」

　レリーナがそう言った瞬間、双葉が緑色に発光した。

　三人の視線が双葉に集中する。

　双葉は目に見えるスピードで成長し、つぼみをつけ、花を咲かせた。

　言葉を無くしたリベルトとアトリであったが、レリーナは心配そうに二人を見た。

「お父さま、お母さま、突然花が咲きました！　どうしてでしょう？」

　戸惑うレリーナの肩を、リベルトは抱いた。

　アトリは戸惑っていた。

（あれは、魔法……。ローズウェルの血を濃く受け継いでいるんだわ。どうしよう）

　アトリはリベルトと視線を合わせた。

　しかしリベルトは目を細めて笑う。そのままレリーナをなだめるように優しい声で話し始めた。

「レリーナ、驚いたな。でも、今の光は魔法だな」

　レリーナは、大きな丸い目をさらに見開いた。

「魔法……ですか？」

「そう。お母さまも昔は使えたんだぞ」

「お母さまも？」

　レリーナは顔を上げ、アトリを見つめる。アトリはほんの少し戸惑ったが、頷いた。

「ええ、そうよ」

（私ったらいけないわ。両親や兄の視線に傷ついたのに、大事な娘に同じことをしてしまいそうになっていた）

　リベルトが娘をあやすように背を撫でる。

「誰にでも使えるわけじゃない。でも、怯える必要も、恥じる必要もないんだ。とてもすてきなことなんだよ」

　リベルトの言葉がアトリの心を癒やす。

「そうなのですか？　お母さま」

　レリーナがアトリに問う。

「ええ、そうよ。とってもすばらしいものなのよ」

　アトリは彼女の小さな手を握ってほほ笑んだ。

　畑に、風が吹き抜ける。

　幸せが家族を包んでいた。
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